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地震 学会 々 財 


会 は 地震 お よび と れ に 関連 する 諸 現 象 の 研究 並び に その 応用 に 関す る 知識 を 交 
換 , 普及 し 震 火 災 防 止 に 貢献 する と と を 目的 と する ・ 
本 会 は 地震 学会 と 称し て , 事務 所 を 東京 大 学 地球 物理 学 教室 内 に お く . 

本 会 は その 目的 を 達する た め 下 記 の 事業 を 行う ・ 

Gi) 通常 総会 お よび 臨時 総会 (ii) 学術 講演 会 

Gii) 会 誌 「 地 震 」 の 発行 Gv) 其他 必要 な る 事業 
通常 総会 は 毎年 必ず 1 回 適当 な 時 期 に 行い , 臨時 総会 は 委員 5 名 以上 ある い は 会 
員 30 名 以上 の 請求 の あつ た 時 に 開く . 総会 の 成立 は 普通 会 員 1/5 以上 の 出席 
(委任 状 を 含む ) を 要する . 
本 会 ぇ 員 は 名 誉 会 員 , 普通 会 員 , 購読 会 員 , 及び 賛助 会 員 と する . 会 員 と な ろう 
と する 者 は 会 費 1 ヶ 年 分 を そえ て 本 会 事務 所 へ 申込 WV も の と する . 
地方 ある い は 特別 の 機関 等 < 支部 を も お く と と が で きる :* 
委員 長 1 名 , 委員 若干 名 を お く : 
委員 長 は 本 会 を 代表 し , 各 委 員 は 編 輔 , 庶務 , 会 計 等 の 事務 を 分 担 し , その た め 
に 若 王 名 の 幹事 を お く と と が 出来 る . 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する . 

会 に は 顧問 若 考 名 を お く と と が で きる . 
徐 員 は 普通 会 員 の 互選 に よ つ て 選出 する . 秋 員 長 は 委員 の 互選 に よる . 委員 長 及 
び 委 員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を さま た げ な い . 
委員 及び 委員 長 の 更 送 期 を 3 月 末 と する . 途中 補欠 と し て 加 つ た も の の 任期 は 前 
任 者 の 残存 期間 と する . 


附 則 
普通 会 員 , 購読 会 員 の 会 費 は 1 年 500 円 と する . 
会 費 年 1 口 (10000 円 ) 以上 を お さめ た も の を 賛助 会 員 と する . 
支部 の な いと き は 連絡 幹事 を お く . 連絡 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する . 
本 会 則 は 総会 (又は 臨時 総会 ) に 於 て 出席 会 員 の 過半 数 の 賛成 に より 改訂 叉 は 附 
加 す る と と が 出来 る . 
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東京 大 学 理 学部 地球 物理 学 教室 佐 藤 良 輔 
(昭和 33 年 4 月 30 日 受理 ) 


On the Determination of Crustal Structure by the Dispersion Curyes 
of Surface Waves (II) 


RyOsuke SArG 


Geophysical Institute, Faculty of Science, Tokyo University. 
(Received April 30, 1958) 


In the previous paper り , the author deduced dispersive wave forms expected at Yarious 
distances from the origin due to various initial pulses and dispersions. He investigated the 
Validity of the conventional method of analysis of observed results for determining the 
crustal structure. In the present paper, he assumes a simplifed dispersion curve which is 
Similar to a rigorous one for some seismic surface waves and investigates the method of 
analysing observed results, that will give the best agreement to the true dispersion curve 
of surface waves in the crust under consideration. The results are as follows: 

(1) At a certain epicentral distance, the duration of oscillations of seismic Waves iS 
independent of the thickness of the layer but the larger is the thickness of the layer, the 
longer become the periods of waves. If the thickness is the same, the duration becomes the 
longer, the larger is the epicentral distance. In the case of the same distance and thickness, 
the larger is the velocity- or rigidity-ratio of lower and upper media, the shorter are the 


Deriods of waveSs. 
(2) The relation between group-velocity (/。) and period (7。) should be taken as 


[ ー 2 な + ュ 一 5 f. Fig. 8 
用 2 4 (な + ュ 議 (G ig. 8). 


(3) The relation between phase-velocity (ez) and period should be taken as e。 三 
1 
2 ち み ーー わぁ キュ ー エキ ユ 
In the case of tripartite array, we can obtain the corresponding relation by the equation (41) 
and (42) in this paper. Im this case, we must take の smaller than cz 7 in order to avoid 
misidentifcation of troughs and crests for different stationS. 


] が 二 = (計っ 2 (らら arー ち 2 下 b 競 坦 39 


Ss ぇ 序 論 
前 報じ で は , 色 々 な 初期 値 及 び 簡 単 な 分 散 曲 線 を 与え て 分 散 波形 を だ し , そ の 波形 か ら 普 通 稚 
理論 的 に だ し た 分 散 曲線 と 比較 する と と に よ つ 


測 で 行なう よう な 方 法 で 求め た 分 散 曲線 を , 
て 地下 構造 を 決め る と いう と と が , どの 程度 妥 当 で ある か を 述べ た . 併 し 前 報 で も ふれ た よ 5 


こと, 実際 の 分 散 性 地震 波 は 普通 極小 群 速記 を ぁゃ つて いる . その 導 に 簡単 な 分 散 曲 線 の 場合 に は 
み ら れ な いよ うな と と が 生じ る . 今回 は 分 散 曲 線 と し て 実際 の も の に 近い も の を 与え , と の よ 
5 な 観測 法 を すれ ば 最も 理論 曲線 に 近い 分 散 曲 線 が 得 ら れる か を , 群 速度 及び 位相 速度 観測 の 
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両方 に つい て 調べ た の で ある . 
S2. 与え た 分 散 曲 線 
位相 速度 c を 次 の よう に 置く . 


(ジー の @ 、 * 和 0 時 DS ) 
c テ YY 二 7 宮 の (= 拓 こ Z . の 王 COn8t。 |。 (1 
この 近似 式 は 菅 て 妹 沢 ・ 西 村 ? の 与え た も の と 同じ で ある . この 場合 の 群 速度 は , 


り =do( 2)ー rrGWー の eo エア い 6 

ご で え られ る 。 即ち Fig. 1 に 示 
す よ うに , は 最大 位相 速度 , 即 
ち Love 波 な ら 最 下層 の ゞ 濾 の 速 
度 , Rayleigh 波 な ら 最 下 層 の 媒 
質 か ら 成 る 半 無 限 弾 性 体 に 存在 す 


= - = っ 5 NO や や - BNSー エモ っ ッ ャ riH ロ ォ ー ロ ロラ る Rayleigh 波 の 速度 に 相当 し , 


99cy は 最小 位相 速度 で Love 波 に 


つい て $ Rayleigh 波 に つい て も 
最上 層 の 上 記 速 度 に 対応 する も の 
で ある . 以下 簡単 の 為 , 1 層 構 造 
に 於 ける Love 渡 の 例 と 考え , " 持 z は 下層 , / 計 。 は 上 層 の ゞ 濾 の 速度 を あら わす も の 


ayY7V oy3 ザ 7 1 の) 


Fig. 1. Dispersion curves defined by (1) and (2). 


と する . と の 場合 , 極小 群 速度 は 8。/(9 メ ー。) で , これ に 対応 する o は gV/3Y7Yi 
で ある . 

S 3. ヶ ー4 に お ぉ ける 波形 

前 報 と 同じ よう に , 問題 は 一 次 元 的 に 取扱 5 こと に する . > ニ 0 で gz 人 0 の な る 振動 が 与え 
2 の 和 ニン (6 時 


1 Go 4o(- き 
7 5 | 。7 (oe (2 ア が (3 ) 
但し 
が の ニッ oerer (④ 


G 外 4 メ 0 と きん GO 人 


今 放り と し て , の =9⑦ [Dirac delta function] を と る . と の よう に 置く こと は 色々 と 間 
題 が ある が , ヶ 三 0 に 於 ける 振動 に た と ぇ 時 間 的 な 由 が あつ て も , その 巾 に 較べ て 充分 時 


ku 4 に 5 っ 3 町 h 
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間 の 経つ た と ころ を 考え る 限り , 速度 周期 の 関係 に つい て は 著しい 差 の な いと と は 既に 前 幸 
で も る 述べ た 通り で ある . 
抗 て 放り = @⑳⑦ の と き , 


1 3 0】 当 
74 二 あ WS 6 ( た = 2 | ek(e)/7 の (5 ) 
が) _ オイ 
% の ニッ (1 47 ー (6 ) 
と な る . 今 こ の 積分 の 鞍部 点 を の =o。 と する と , 人 か 全て 40 
に ポ 4C じ 
と う dkCox)6+47 ーー っ os らら 
Se テア ンー + 辻 ( 4 ie | 0 
_ 1| の を _ 1| の ge _ 1|1 の 
介し 一 2 有 る 0 6 24 前 50 
鞍部 点 は 
! 避 た 4 ー の /o _ の 
乱 』=- 村 0⑳L ユー- 訪 0 (9) 
を 満足 する も の で ある . 一 方 
笠 『 の 2 0 2 
を (の z) 三 wl ュー の 。 一 ア 。o。2 十 。 "2 ] (10) 


で ある か ら , ez が 実数 な ら ば 解 は 振動 的 に な る が , ew。 が 純 虚数 で ある と 減衰 する . こと の ez 
の 満足 する 式 は , 
ア Po が 十 の Oo の /ーg の = テ 0 , (11) 
アテ YO の Oo 一 @ = テ 305V デ アー の 一 2 アテ YU デー の 0?). (12) 
従 つ て の 。 の 値 に よ つ て oe。 は 実数 , 虚数 , 複素 数 等 の 値 を と り 得 る が , と と で は 間 題 の 性 
質 上 , oz が 実数 の と き , 即ち 周期 的 な 振動 を する 部 分 だ け を 考え る と と に する . これ は ぴの 
曲線 か ら も 容易 に 知ら れる よう 人, 
Y/Z = 之 の 8 レグ (9 アー リリ = の (13) 
の と と ろ で ある . 即ち , 
の 。 = YY/。 の と き , oz 0. 
0 テ /。 ラル 。 の らき (の 5 アジ 0)/ 


2 ニー キモ ーー に 
の ぁ 2 王 うっ p【 ソ の 4PC 二 の] と 0. 


(の = の 2 に の %" ーー の (アア) 或いは Go . 
上 MSI2P2/(9Kー リ リッ リ の と きま ーー ア アデ 0 @), 
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(の の 2 ニー 


[0 エ 02 4 だ 7 とり 


の 。 = 8Y。Y//(9V メ アー。) の と き , gg = 3 の (ガッ, 
と な る (但し の 。 = ,8Y。//(9/ー ア ) の と き は 何れ も 4 ニテ 0 と な り , (7) の 近似 
式 は 最早 成立 しない). 尚 の の ル 7 の と き は ez は 純 虚数 で 単 な る 滅 克 , また Os。 み 09 で 
は ex。 は 複素 数 で 減衰 振動 を 与え る 


抗 て , 
の Ch (ん 2 い 
SW 銭 (CS.20 、 14 
Mae) (の h 2 1 所 本 7 | / 
の 2 7 / 人 員 _ 2 の Oo( 一 。)oz(3 比 人 の ? 一 8 229 15) 
の の 2 の 2 3 6 の の び の 22 > (oe 十 履 2 人 め ^ 2)3. を 
| の 3 必 | の 出 と 2 62* 2 が が ( デー が (| レデ の だ ー6 PP の の が 士 ! 履 紳 を 2 , (16) 
do jo Lo2 び (Yoe 二 P/2 の 2 


隊 ーー 2/ 4 の 1 2422 の 。 YY 一 9 2 の が 一 10 。 ルレ 。22 の 2 Be 5 g229 
な go の ? / の YU ( ioz2 十 g4?)? 
(17) 


で ある . そこ で WVg 輝 の ル 』 の と き の 鞍 部 点 (これ は @ の (P/ ル ヤリ og20 で ある ) を 
ep 三 圭 の ぁ jp ロン デ の グ の 上 の 節 囲 で 322(Y// ル ルリ go 芝 の (7PO で ある も る の を gz。 三 
キ の mn の の we2。m9 の 7 の (4)aG あ る ふも の を 。 の ea 二 、 壮 の os と する と 主 の 7 (ーー 2 の 300e 
2 し た (9) の 4 C 及び z(oy/7 は 次 の よう に 結 ける 

アラ の ル 』 で は , 


の 2 メー の (3 の? so。, 1) 


4 ニキ 7 二 王 導 245 半 06 (18) 
ラ の Oi』 で は , 

し 2 0 9) 

妥 ぉ ニー _ @ の 0x(P ァ ー 9 の ぁ : ア 十 Vs29) (21) 

(oz)7 = キ os 1 ー 0 の 。 My W = (23) 


25.8) 
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か くし て 求め る 変位 は , 
(24) 


> の > 匠 の と き , 
- 9 sm 


4 3 
prW Aa 4 


1 
の に | es ( 
RE 1 の 。 > び 話 。 の と き , 
l 7 人 07 の 92 人 議 1( の NN ( と ) ] 
Se > 守 さ 2 / が コン 2。 の に 
AN 層 み 24g | (g 16/ に 4 Sm ET 
1 2557 820 Ce 
lm (s+ 呈 167 ( 48 4g 


+ マ 記 


(25) 


72 

$4. 計 算 例 

具体 的 に 数 値 を 与え て 計算 や する 前 に , 上 の 式 を 計算 し 易い 形 に 直し て お く . 
(26) 


の 万 / 1。 寺 カ 。 PZ/Y す と 1,。2 刀 7 
ョ Yz74 財 s ジ 1 , 


2 すう 
パグ 7 呈 (92 ー1)/8 ジ ら / の 。 
(27) 
(28) 


と 置く と , 位相 速度 及び 群 速度 は 夫々, 
e/ 。 = テ (が * 十 97②/( が 士 の ) , 


07『。 = (が 十 9 の 7 の 7L が 十 (39 一 1) が の 7? 十 の 7 , 


と あら わ さ れ る . 
また oe@ ぁ ヵ 人 対 応 し た か ぁ 。, は , 


2 ジン 用 2 の 。 > | 6 
は 衣 < ぐ /(s 


( 二 み 。,r)* っ 2(2 一 $) 


(29) 


| ーー ー (3 2 ) | 


(92 一 1)/8 37/ [Ps > の 。 の 所 前 8 
を 4 | 79-D モ ソ ⑦ーD792ー8ー1) | (30) 
書く こと が で きる . 即ち 


主 の 2)2 ニー 
と 与え られ , と れ ら に 対応 し た た ヵ 4 ヵ 。 お C ヵ 等 も 夫々 次 の よう に 書 
5 ゴ 2 EE 22 (31) 
アバ 三 かり | み 。 ア 十 972 っ 万 ry 
124 7 の Upaa(37 の ー カ 2) 4 
7 ーー g ア 。 (の 2 十 972)3 6P。 1 ぅ 
リュ ZDpz392ー カ の 4 し (32) 
な (の 2 十 97 の 5 2『s 
4 9 一 が se( あ ee 一 92 の 4 ルル 
(の 2 十 の の 2『s 


2 3 g。 
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-15g 万 15( か が 二 の うり [ の アー627 の の 7 理 旭 っ 
164i7 4 16/%(9 一 1) の (37 ゲ ー カ が J 
_152 15( の 上 のり [ あ gー69/ PP が 33) 
164。 IT 4 1672(7 一 1) の 23(3772ー の 2 の ュ ウ | 
15.5? 抽 be 15( の 9 十 9 の [の 5 一 _- ー697 の 2 十 の ゲド = 「 
164。7 4 16 ヶ 2(9 一 1) の 8 (か 2 一 3977)? 4 
3C」。 万 3 の ez の [の arー10 の 2 の 577 和 1 ガー 3⑳) 
4 人 477 六 | 472(9 一 ] ) ) ル (37 ー カ か 還 ) の 
従 つて 求め る 変位 は , 
の 当 3 と 1) 婦 装 4AM。 ラジ 2 7/ コ の と き / 


IP ら (全休) 


(9 一 1/8>s ジ 7, 即ち 4 の 4/ ル 4 の と き , 
PO っ 全 7 
久 が | ees( 方 4 Ei 
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Dispersion Curve Of Love Wave 
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e@。 and ソル 。 calculated by (27) and 
(28) when ヶ 王 2, g 三 4/8. 
氏 : observed values obtained from the wave 
froms in Fig.5 or 6 using the relations ⑳ 記 


2 
ー = が GT] 記 = ーー イー 人 0 ュー な) ・ 
〇 : observed MS for イガ ー50 applying the 


relations 放 計 ーー | hG 呈 2 計 = ニ 2( の 5 


士 
2 (の) 6+1 
ニム ) (Cf Eiga8) 


> (5 
(の +g) sin ( 刻 ー ョ キー 


"(の ュー 記 ) si 計 友和 : 
イィ s 一 ア s) S111 万 3 4 / 


1 


と 2 
イ (の sn ( 方 っ a キー | 


」 (36) 


で 与え られ る こと な る . 
先ず Fig.2 の 点線 は , 先 に 与 
えた 位相 速度 及び 群 速 度 の 近似 
式 (27) 及び (28) で 万 / テニ ァ = 
2 レル ルーg ニ 3 と し 江 史 きめ の 
曲線 で ある . 一 方 1 層 構 造 に 於 
ける 実際 の Love 波 の 位相 速 
度 を 決め る 式 で 7Y。 は 同じ 
473, 上 下層 の 剛性 率 比 を z/// 
ー1/2 と 置い た と き の 曲 線 は 同 
図 の 実線 の よう に な る . 即ち ヶ 
=2。 9 三 473 と し た 曲線 は , 大 体 
に 於 て 〆// み = テ 2, =4/8 で 
ある よう な 地殻 構造 に お ける 
Love 波 の 分 散 曲線 を あら わす 
も の と 見 人 し て 良い で あろ う . 


eS 
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哲 て この よう な 値 を 与え た と き , 


(35), 


(36) の 第 2 項 に お ける の js 十 万 > 及び カー。 が 
$ (= が 4) の 値 に 応じ て どの ょ 5 に 変る か を 示し た の が Fig. 3 で ぁ る . 


この 図 か ら 見 て も 


判る よう に , 万 =1/100 以下 , 即ち 震央 距離 が 層 の 厚 さ の 100 倍 以 上 で ある な ら ば ,s が 


1.04<1.33 位 迄 の 範囲 及び 1.34 へ 1.36 位 迄 の 範囲 を 考え る 限り , (35), 


を 省略 し て も 大 体 近似 きれ る と 考え て 良 
い . 因みに ,s=1 は 下層 の ぐ ゞ 波 の 速度 を 
$ ぉ つた 流 が 到着 する 時 刻 に 相当 し , また 
s テ 7/ 公 =473 及び s= ア 7 の =1.375 
は 夫々 上 層 の ざ 波 及び Love 波 の 最 尾部 
の 到着 時 刻 に 相当 する も の で ある . Fig.4 
は s の 変化 に 対す る 4 の 曲線 で s ゞ = 
437 ニ イザ より 前 の 部 分 に 較べ , 後 の 部 
分 で は ずつ と 振 巾 の 大 きい と と が 判る . 
次 に Fig. 5 は 回 央 距離 4 が 同じ で 
悦 の 厚 さ = 万 が 1/2 倍 , 1/4 倍 に な る と 
き , 即ち 4/ー50 で , 万 = ニ 万 = 万 
三 太 /2。 万 テニ 万 作 の と き の ぁ = テオ 4 に 
お ける 流 形 で あり , Fig. 6 は 厚 さ が 同 
じ で 岩内 距離 が 2 倍 , 4 倍 に な る と き , 
即ち 4。/=50 で , ヶ ニ 4。, z ニ オー224。, 
ッ デ イッ ー44。 の と き の 液 形 で ある . 
4/ 刀 ニー50 の と き 帳 。 (35) , (36)! で 第 
2 項 迄 考慮 に 入れ て あり , また s= テ 43 
分 で は 縦 軸 の scale を 佑 えて 


2 の 76 


より 後 の 部 
ある . これ ら の 図 か ら 判 る こと は , 牙 震 
央 距離 で は , Love 波 と し て の 振動 の 継 
続 時 間 は 万 に 関係 せ ず 同じ で ある が , 
万 が 大 きけ れ ば 見 掛 上 の 周期 は 長く な 
り , 従 つ て 山谷 の 数 も 少く な る こと で あ 
る . こと の 層 の 厚い 程 長 周期 の ゃ の が あら 
われ る と いう 現象 は , 実際 の 分 散 性 地震 


(36) の 第 2 項 以下 


1O 
5 Dj 回 
3 た 
1O 11 8 1.2 13 4/3 3/5 
ー Vt/A 一 - 
Fig. 3. Curves of の > 十 婦 ,。 and カー 娘 。 in (35) 


and (36) for the variation of ア 。/4. We 
can understand that we may take only 
the first terms of (35) and (36) approxi- 
mately, so far as we consider the inter- 
vals ア 。7/4 ー 1.04^1.33 and 1.34-1.36 
and 4/ 万 is ]arger than 100. 


2 店 273 還 4575 


LO Li 1.2 
at/ に 
Fig. 4. Curves of 4/, in (35) and (36). We 


can understand that the amplitudes of 
waves jn the jinterval レ 。74 ニ アレ // レ 。ー 
ア 。// の are 1arger than ones in the in- 
terval アッ の 4 テレ アッ / ア ーー ビ 。/ レ 。 . 
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Fig. 5. Dispersive wave forms for various thickness of layer at an assigned 
epicentral distance. 


流 に ゃ 見 られ る こと で ある し , また 当然 考え られ る と と で ある . 一 方 厚 さ が 同じ で あぁ る 場合 
は , 岩 央 距離 の 大 きい 程 振動 の 数 が 多く な る の は 勿論 で も る が , あら われ る 周期 は 震央 距離 が 
倍 に な つて も 余り 著しい 変化 は 見 られ な い . 

流 の 周期 を 支配 する 婦 は , 
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Fig. 6. Dispersive wave forms for a given thickness of layer at various distance. 
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Fig. 7. Dispersive Wave forms at the vicinity of ガー100 万 . 9 represents the distance 
from the station (ガー100H). 
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209 一 7 が 37 
で (22 ト 27 (2/ 
と 書け る が , これ は ヵ か =0($=1) で 0, の が 増す と 共に 増加 し て の テニ ザ 3gz ($ テ Y// び 。』) 
で 極大 値 0 1)9-G727 と な り , 更に の が 増す と 減少 し て か eo ($ 三 9 の テ ヤグ ヤ 。) で 


0 に な る . 従 つ て 4/ 万 の 同じ 値 の と ころ で は の 極大 値 の 大 きい 程 , 即ち 7= テ 7 牙 
い は ヶ テ g 刀 /。 の 大 きい 程 山 谷 の 数 は 多く な る と と に な る . ヶ の 大 きい こと は 実際 の Love 
流 に つい て いう と 下層 と 上 層 の 了 剛性 率 比 // み の 大 きい と と を 意味 する の で ある か ら , 結局 , 
4/ 刀 が 同じ で あれ ば , 7/Y。 或いは の 7 の の 大 きい 程 振動 の 数 が 多く な る , 即ち 見 掛 上 周期 
の 短い も の が あら われ る と と に な る の で ある . 

以上 の 波形 は 群 速 度 の 分 散 曲線 を 出す た め に 画 い た も の で ある が , 位相 速 度 を 求め る た め に 
画 い た の が Fig. 7 で ある . 一 番 上 の 波形 が 4/ 刀 = ニ 100 の と き の も る も ので, 以下 は こと の 地点 か 
ら の 距離 を 9 と する と , 夫々 9 万 =0.5, 1.0, 5.0, 10.0 の 地点 に お ける 波形 を 示し た も の 
あか の 。 


S 5. 群 速度 の 分 散 曲線 を 求め る こと 

或 岩 央 距離 4 に 於 ける 分 散 波形 の 或 る 山 (或いは 谷 ) の travel time を な , 次 の 谷 ( 或 
い は 山 ) の travel time を な 1 と し (Fig.8), 周期 7 
及び これ に 対応 する 群 速 度 の 。 を 次 の 式 か ら 求 め ある る の と す 
る . 


り / た に 3 2( あ ュー ル な ) ぅ 
Fig. 8. is the travel time (38) 

of a certain trough の 2// ま | 

(or crest) and あな + ュ 3 

is that of the next この 式 を 用 いて Fig. 5 或いは Fig. 6 か ら 群 速度 と 周 期 

crest (or trough). 3 

(或いは 振動 数 ) と の 関係 を 求め , 実際 の [(28) 式 で 計算 し 

た ] 群 速 度 の 曲線 と 比較 し て 書い た の が Fig. 2 に お ける 黒丸 を 結ん だ 3 本 の 実線 で ある 。 見 
て 判る よう に , この よう に し て だ す と 実際 の も の より , 下層 と 上 層 の 速度 比 を 大 きく , 或いは 
剛性 率 比 を え 大 きぐ, 或いは 又 厚 さ を 小 さく と つて し まう 傾向 に な る . 勿論 4/ 万 の 小さ い 程 実 
際 の も の か ら 離 れる . 例え ば 4/ ガ = 50 の と き の 和 観測 曲線 に 得 ら れ た 範囲 内 で 合う も の を 厚 
さ に 変り が な いも の と し て 求め る と , g 刀 /。 = 1.9。 ヤ //。 = 1.45 と な り (鎖線 ), 実際 の 
値 V//Y。 =4/3 と か な り 違 つた も の を 与え て し まう よう に な る . 更に , 4/ ガ ー50 の と き 理 
諭 曲線 か ら 最 も 離れ た 点 は の /。 の 値 に し て 0.05 位 で も る が , か り に = 4km/sec と す 
る と と の 差 は 0.2km/sec と な り , 多く の 分 散 曲線 に 見 られ る よう に 3 ぅ , この 値 は 分 散 曲線 か 
ら 地 殻 構造 を 決め る 上 に は 相当 大 きい 値 で ある . 


所 が , 7 三 2( あ ュー な ) に 対応 する 群 速 度 と PCo、 ん ん S 5! か ら 求 め た も の 平 元 , 即ち , 


し な 


を と る と , 和 偽 くべ きこ と と に 4/ 刀 = ニ 50 の と き さ ぇ $ も 0/ ル 。 の 誤差 は 0.005 以下 と な り , 殆 ん 
ど 宛 全 に 理 答 曲線 と 一 致す る の で ある (Fig. 2 の 白 刀 ). 

S 6. 位相 速度 の 分 散 曲線 を 求め る こと 

位相 速度 を 求め る 際 に 最も 問題 と な る の は 2 点 間 の 距離 で も る (実際 に は 3 点 問 の 相互 距離 
に 相当 する ). Fig. 6 か ら も 判る よう に , 厚 さ が 同じ で も 詩 央 距離 の 差 が 大 きい と 山谷 の 数 は 
増し , 対応 する 山 或 い は 谷 は 当然 判定 得 な た く な つて し まう . 一 方 2 点 間 の 距離 が 短い と 2 地 
点 に お ける 対応 する 山 或いは 谷 の 到着 時 刻 の 差 が 非常 に 小さ く な り , この 読取 り の 誤差 が 問題 
と な る よう に な る . と の こと と に つい て は EvgRpgN? が 議論 し, 結局 間隔 を 1 波長 程度 に と れ 
ば 良い と 述べ て いる . 併 し 生 ら 分 敵性 地震 波 の 鈴 測 で は 色々 な 波長 の 波 が 来る わけ で あぁ あり (だ 
か ら こ る そ 分 散 曲線 が 画 け る の で ある ), 1 波長 程度 と いう の が どれ を 基 進 に する の か 上 懇 昧 で あ 
る (例え ば Fig. 7 で 得 ら れる 波 は , 波長 と 厚 さ の 比 に 直す と 大 凡そ 3.7 か ら 13.1 に 及び , 
か り に 厚 さ を 30 km と する と , 波長 の 範囲 は 110 km か ら 390km 位 に な る の で ある ). 

今 _fig. 9 に 示す よう に , ァ ヶ テ ゴゴ だ 於 
ける 或 る 山 ( 谷 ) の travel time を か な, ぁ , 
次 の 谷 ( 山 ) の それ を ね な,z+ri と し , また 
それ か ら 9 離れ た 地点 z= ニ 4 十 9 に 於 
ける 波 の ね ち , ぁ 及び ね amn に 対応 する 山 , 
谷 の travel time を 夫々 な ね, ぁ , な ,z+1 と 


Fig,9 

する と, 位相 速度 ce と それ に 対応 する ig 
周期 7 を 求め る に は 次 の 3 つの 方 法 が 考え られ る . 即ち , 

a) と ? 一 6/( あ ぁ 一 る ) の 2 た 一 2( れ ュー ムカ ,) 2 

D) = 9 一 ちの め 7 ォ ー( の anー な の 十 ( ち anー ム な)・ GO) 

の 1 1 
ma 二 っ > ュ ニョ キテ ーー ニー ニー | イタ 三 ( な ュー ムカ,a) 十 (ュー)・ 
2 を る 2 1 7 (れれ ぁ ュー ムカ ,) 十 ( ち % ュ ー な 2) 


Fig. 7 か ら 上 の 3 つの 方 法 を 用 いて 求め た 位相 速度 の 曲線 が Fig. 10 の a), Db), c) で あ 
る .。 即ち 上 の c) の よう な 方 法 を 用 いる と 9 万 =10.0 (8/4 = 1/10) の と き で も 理論 曲線 と 完 
全 に 一 致す る の で ある . こと の と と か ら 2 点 間 の 距離 が 余り 小さ く な く と も 相当 に 正確 な 分 英 曲 
線 の 得 ら れる こと が 判る . 併 し Fig. 7 で も 見 られ る よう に , 9 万 が 10 位 に な る と 誤 つ て 別 
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Fig. 10. Comparison of theoretical curves (full line curves) with observed values 
obtained from the wave forms in Fig. 7 by various methods. 


の 山 と 山 を 対応 させ て し まう と いう 危険 が ある . と の よう な 誤り を し な いた め に は 


ば な, が 
Pa より 小さ いと と が 必要 で ある . この と と か ら , 9 が そこ で だ し た c。 に 対応 する 波長 


よう 小さ く な けれ ば な ら な いと いう 条件 が 生じ る の で ある . つま り 上 記 の c) の よぅ た 方 法 で 
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観測 値 を 整理 する 限り , 2 点 間 の 距離 は 相当 大 きく て も 良い 
が , 波 の identification を 誤 ら ぬ 導 あ に は , その 距離 が そこ で 求 
め た ce メア 7。 より 小さ いこ と が 必要 な の で ある , と の 導 に は , 
前 章 の よう に し て 求め た ぴ 。 (普通 ee より 小さ い ) を 用 い , 
6 < ぴ 。 X 7。 に な る よう に し て 置け ば よい わけ で ある . 勿論 波 
形 が 不 規 則 で , 山 と 山 の 対 応 が 容易 に つく よう な 場合 は , この 
Fig. 11. Relation between 
the wave front and よう な 考慮 は 不要 で あろ う 5. 
NGCCRMESIR3NG 尚 こ れ を 実際 の 3 点 観 測 の 場合 に 拡張 し て お く と 次 の よう に 
な る . 今 3 つの 観測 点 を 震央 に 近い 方 か ら 順 に 6? あめ c と し , 上 に 行 な つ た よう 人 , 対応 する 
山 (或いは 谷 ) の travel time を 夫々 れ 。。 ね ちる ね ち 必 と する . また Fig. 11 に 示す よう に 


の 7 を 9, c,0c を 夫々 1, ぅ , 95,3 22 を 波面 と 7/ と の な す 角 , , を 夫々 6 の 八 2o, 6 の 
人 人 と する と , 位相 速度 は , 


1 1 
z 王 ー ひ の ぅ う 
' 旨 8 | 1,2 S1I1 e] 一 ん 2 ね ュー ムカ 1 | 


+ assin (e+ の ] ーー ニー | 


あみ 一 ムカ, ね ュー ムカ, る 1 


+ ssim⑦ーo)] ー 十 "を テ ミ | (41) 


ね み 一 6) ん ね の ュー)+1 


と な り , これ 対応 する 周期 7% は , 


アァ ー IO 志和 5 十 (あぁ ュー ちな,) 十 (Ga | (42) 
で 与え れ ば 良い (実際 は 波 の 来る 方 向 さ え わ か れ ば 2 点 の 観測 値 だ け で 充分 で ある が , ここ と で 


は 3 点 の 値 全 部 を 用 いる も の と し た ). この 場合 も , 905 058 等 を を SG 責 の 6 


- ギ 青 


より 小さ く と つて あれ ば 間違い が な い . 

S7. 結 論 

最後 に ここ と で 調べ た 結果 を 総括 する と 次 の よう に な る . 

1) 分 散 波形 は , 或 圭 内 距離 で は , 表面 波 と し て の 振動 の 継続 時 間 は 層 の 厚 さ に よら な い が 
層 の 厚い 程 見 掛け の 周期 の 長い も る の が あら われ 山谷 の 数 は 少く な る . 一 方 層 の 厚 さ が 同じ と き 
に は ,。 震央 距離 の 大 きい 程 山 谷 の 数 は 多く な り , 波 の 継続 時 間 も ぉ 長く な る が , あら われ る 周期 
に は 非常 な 差異 は 見 られ な い . 更に , 震央 距離 及び 層 の 厚 さ が 同じ なら ば , 下層 と 上 層 の 速度 
比 其 い は 剛性 率 上 比 の 大 きい 程 あ ら わ れる 周期 は 短い . 

2) 1 点 の 観測 か ら 群 速度 の 分 散 曲線 を 求め る 場合 , 勿論 実際 上 は 分 散 以 外 の 色々 な 現象 が 
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ある 為 科 単に いか な い の は 当然 で も る が , 少く と も る 分散 に 関す る 限り は , 周期 7% と 群 速度 
の 。 と の 関係 は , 


た 1 と 3 有 E 
7 に ー 2( あ ュー ん ) , 2 月 ho ] ( 記 全 法 Fig. 9 参照 ) 
の ん 1 り 


ヾ 


に よ つ て 求め る の が 最も 送 当 な 結果 を 与え る . 
3) 2 点 (実際 上 は 3 点 ) の 観測 か ら 周 期 7% と 位相 速度 ce と の 関係 を 求め る に は , 


7 ーー ( れ あ ぁみ ュー ムカ る) 十 (ちな ュー な ,) , 
(記号 は Fig. 9 参照 ) 


ひ の さ 1 
Eva ae あり ェ ュ ー ム カテ ュ ] り | 
と する の が 良い . この 場合 , 2 点 間 の 距離 @ は , 震央 距離 が 余り 小さ く な けれ ば その 1710 程 
度 で も 良い が , の identification を 誤 ら ぬ た め に は 9 ぐ c。 x 72 で な けれ ば な ら ぬ と と を 考 


慮 する 必要 が ある . 実際 の 3 点 観 測 の よう な 場合 は , 本 女 の (41), (42) に 基 い て 求め れ ば 長 


い の で ある . 
お わり に , 終始 御 討議 , 御 批判 を 頂い た 松沢 教授 , 浅田 助教 授 並び に 松沢 研究 室 の 皆様 , そ 


れ に 地 岩 研究 所 の 三 東 哲夫 氏 に 厚く 感謝 する . 
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(SH 流 岩 源 の 場合 ) 


東京 大 学 理学 部 地球 物理 学 教室 小口 雄 康 
(昭和 33 年 6 月 9 日 受理 ) 


On Refracted Waves (1) 


Yak0 Oceucm 


Geophysical Institute, Faculty of Science, The University of Tokyo 
(Received June 9, 1958) 


In this paper, the present author investigates the character of refracted waves which 
are generated by a periodic SH-type line source situated in one of two homogemeouS, 1So- 
tropic, semi-infinite elastic media in horizontal contact. He takes xn(②(7) as the source, 
and has obtained the following expression for the displacement due to refracted waves. 

1p の と 二 区 22 22 ( 学 ) 0PcTero+ 2 + 6 の 6 エ 5 際 
宛 7(92 一 1) いみ 

Here, ? iS the velocity ratio of the waves in the two media, 7 the density ratio and と s 
means the wave-length of S-waves in the softer medium. And is the epicentral distance, 
while the exponent gives the travel-time and phase lag of the waveS. 

Moreover, he has found the waves are not affeced very much by the existence of the 
free surface. 


? 


SSJ は じ め * に 
自然 地震 や 人 工 地震 の 記 象 を 用 いて 地下 構造 を 決め る 場合 に 屈折 渡 の 走 時 が 用 いら れる 場合 


次 多 いこ と は よく 知ら れ た て と で ある 。 
その 一 つの 理由 と し て , 屈折 波 は 最小 時 間 で 震源 か ら 観 測 点 に 到達 する た め に 所 調 “立ち 上 
り ? 時 刻 の 決定 が 精確 に 行わ あれ 易い こと が あげ られ る . また , 相当 複雑 な 地下 構造 を 仮定 し て 


$ 屈折 流 の 走 時 は 比較 的 簡単 な 計算 に よ つ て 求め られ る の で 都合 の よい 点 も 考え を られる. と れ 
まで , 屈折 波 に つい て 理論 的 に その 振 巾 に まで 言及 し て 調べ た も の は あま り 多 く な いよ う で あ 
る . し か し この 性 質 を 解明 し て お く こ と は 非常 に 重要 な こと で ある . こと で は 二 次 元 に お ける 
線 状 震 源 こ よ つ て 発生 する 種々 の 屈折 渡 に つい て , 主として その 振 巾 及び 減衰 の 有 様 を 調べ て 
みる と と に する . まず 第 1 報 と し て , SH 波 を 出す 震源 の 場合 を 取扱 い , P 波 , SV 流 に 関し 
て は 第 2 報 に ゆず る . 

但し , こと と で 屈折 波 と いう の は , 速 さ の 人 違う 二 つ の 弾性 体 の 境界 面 に その 低速 部 か ら 高 速 部 
に 入 つ た 波 が 臨界 届 折 を し て 低速 部 内 の 観測 点 に 最小 時 間 で 到達 する よう な 波 を 指し て いる 
(Fig. 2 参照 ). 
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$ 2. 運動 方 程 式 と その 解 
Fig. 1 の よう に 境界 面 を も つ 等 方 ・ 均 質 な 完全 弾性 体 の 第 IT 層 , 第 HL 層 が 存在 する も の と 
する . 第 1 層 , 第 II 層 の 了 剛性 率 , S 波 の 速 さ を それ ぞ れ , 


ビ ん の /) 0 の 。 の と する PBP) の の 2G あ わる:00325 
The ls ediw を そ れ ぞ れ の の と する . 座標 軸 は 直角 座標 を 用 い , 境 
4, , の 


界面 に 々 軸 , 第 IT 層 の 方 向 に < 軸 の 正方 向 を と る こと 


V 
に する . 考え て いる の は SH 波 で ある か ら , 変位 は ヶ 成 
イ he る 。J ed 分 だ けが 存在 する . 第 1 層 , 第 IL 層 の それ を , ルム の 
(0 7 / = 『 
和 すれ ば 運動 方 程 式 は 次 の よ う に な る . 
Fig. 1 の 2/97? ー 7P ア ②.1) 
の 79/ = 


変位 が @?% に 比例 する と し て 次 の 形 の 解 を 用 いる . 


三 ( 4egz 十 ge-)e げ <+2 の 6 
(2・2) 
′ = (4/e82 十 e-82)2 げ タオ 626 
ここ と で, 4, 万, 4 は 任意 定数 で ある . 
(2-2) が (2.1) の 解 で も る た め に は , 次 の 関係 が な けれ ば な ら な い . 
ニノ ター だ 82 デバ ー ル 7 (2-3) 
ん 三 の /2。, だ 三 の / が 。. (用 4 


S3. 剛 折 波 の 走 時 

いま , 岩 源 が 点 @ (0, 万 ) に あり , 観測 点 が 点 ア (⑫, る に ある 場合 (但し , 万 > z は 
すべ て 正 と する ), @ か ら 出 た 波 が 境界 面 を 通り ア に 到達 す 
る まで の 時 間 な は , Fig. 2 か ら 明 ら か な よう に , 


の 本 1 
0 + ッ | デー ( 刀 十 s) tan 2| (③・1) 


1 6 1 
ーiHtan6 ュー ーー! Zten6 i 一 
1 H ! 1 


人 で ん ら 格 る .-。 と で 2 は 和久 負 旬 で ある 。 
TE SNErL の 法則 か ら (3-1) を か きか を て, 
Fig. 2 の な ニー ザ だ ゲー を ? (万 二 z) 十 を o (3-2) 


S4. 屈折 波 の 表現 
① 媒質 が 無限 に 続い て いる 場合 
岩 源 0(0, 万 ) に お ける 変位 Y, を , 普通 お か れる よ 2 


EE Y1 
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? = ァ z 刀 (② つ (を /)ef2? (4.1) 
と すれ ば , 好 受 1 の と き , 、P(x,2) 
= ト シン 

と な つて , @ か ら 銀 測 点 ア (Z,z) まで % 波 の 速 さ で 伝 わ つ て アレ 。 の 
来 た 直 達 渡 を 示す . Fig. 3 

但し 。 だ = 才 ー 万 7 で ある . 

(4・1) は 是 . LAwp (1904) に よる と 次 の よう に か きか えら れる . 

。 = | ep が 主 珍 G- の | ・@ の 46 (4.3) 


但し , { } 内 の 複 号 は < 生 万 に 従 つ て 土 を と る も の と する 
Yo に よ つ て 発生 する 濾 は , <z が 土 co の と き 消 える と と を 考え , (2・2) を 参考 に し て , 


ーー 2 202 _ 【( 鐘 和 眉 中 ) (あま る 
まこ ン (第 層 中 ) (45) 


と な る . な お ここ で 科 単 の た め , 〆%% は 省略 し , 今後 も 必要 が な い 限 り 省 さく こと に する . 
従 つて , 第 IT 層 中 の 変位 は 
テリ 土 避 


ー 中 ep]7z 二 9 ター の 4e re (を 6) 


と な る . 
次 に , 4, 万 を 決め る た め の 境 界 条 件 は , 境界 面 に お いて 変位 , 歪 力 が 連続 で ある こと , 
即ち , 0 に お いて , 
寺 P>~0Y792 三 /( の Y792) (4.7) 
で あぁ あつ て, と これ を 用 いて 変位 が 求め られ る . 
と こと で は だ けが 必要 で ある か ら は 省く . また , 一 般 に < 用 刀 の 場合 だ けが 必要 で 
0020 ちる に SNG 


ヤ ニー 中 ee- の 二 4eeeto) @ げ タ 人 (4.8) 


と な る . と と で 4 は アア だ け の 函数 で , 反射 係数 を 示し 次 の よう な 形 を ぉ も つて いる . 
ー (48 一 の 7)(48 十 だ) (4・9) 
(4・8) の 積分 は 一 般 に ア を 複素 変数 9 (= ニア 十 g) と お きか えて 求め られ る . あめ だ が 二 価 
画数 で ある か ら (4.8) の 被 積分 函数 は 四 価 画数 と な る . リー マン 面 を 考え た と き 屈 折 波 は 
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か らく る 分 岐 線 を 回 る 積分 か ら 求 め ら れる と と が 知ら れ て いる . ま 
た 上. の 待 号 は HH. LAwB (1904), Y. SAro (1952) に よる と, 
Fig.4 の よう に と れ ば よい . 屈折 波 を 与え る 積分 路 を Hig.4 の よ 
5 (に 75 と すれ ば 屈折 波 は 次 の よう に な る . 


= 中 | 12 の 4eeero1 zes 99 
7 ん 4 / 


+ 1 1 の と の 上 21 79 と 
和 へ < 54 の ヽ ) 入 
5 が 14ー4| 6ーB( タ + オ 7 )+69Z じん 細 
ー ア g 
247。 (まそ れ ぞ で れ の 2 の 4 の 値 2 が し 
オー フイ 。 = ー4 ん /88/ ん 2 一 //2/? 
7 る 。 人 だ つ 2C) 


ー ル た? 士 7oo が 
ーー 一 7 に 二 ーー に ーー ウデ 《 タ まだ おり まず 79Z 0 
| この 2. (4-10) 


條 0 = ん / の 2 首 G お 96 

いま , 9 テー を 十 e? と お いて 変数 を の に 変え る . を >z 逐 1 及び だ ゲー を? が 0 に 近く な 

いと ぎ き ゅ の 大 きい と ころ は 積分 に きい て と な いと 考え て よい か ら の @?* 以上 の 項 を 省略 し て 次 

の 関係 を 得る . 
2 = ソー だ > だ ー が 2 
2 ー ゾール ? < ( 二 ) ソ 2 ん e-4 (の 

但し , 複 与 は それ ぞ れ 7 7。 の 上 に お ける 値 を 示す . 

これ ら を (4-10) に 入れ る と, 屈折 波 は 次 の よう に な る . 


コロ ん の 55Y2 婦 Fo 
5 5 牧人 2 メー 2 の 計 を - 人 リン gk 20z+ 7)+k な ー 4 5 の 2e- ジ ze27 の 


ロロ 


ーー 
ニニ 2 ソ 2z 々 テー ァ が 8 ーー (だ みる)~-32 の 2 52 


1 2 の … 0 に 


/4 


但し 。 7 の の 。 の 司 の 7 の 


人 なー 9 波 の 速 さ で 伝わる と 考え た と き の 撤 長 ( = % ). 


⑪) 第 I 層 の 厚 さ が 有限 の 場合 


次 に 第 層 が 有限 の さ ん を る つ 場 合 に つい て 調べ て みる . 震源 の 形 及び 運動 方 程 の 解 
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は , G) と 殆 ん ど 同 じ で よい が , た だ (4.4) の 代り に , 
の テ (4e- 拉 十 47e63)e7? 
と お く 必 要 が ある . 
(4・7) の 境界 条件 に よ つ て 4, 4 万 を 決め て 変位 を 来 め る 


2 


| 2 
| le 人 


CO お 


ヒエ 


と , 簡単 な 計算 の 結果 次 の よう に 反射 係 数 (4.9) の 市 級数 と し て 次 ダ が 
の よ 5 に 表わさ れる . Ei 
三 531 1/ 朋 


比 2 = | h + eee- の [ ] e8- の エ e-B- の 1 6ー2B 婦 @ー-6(%ー) 47 を の 
の ) @ 

725=U 
人 誠 三 1 le っ = co-o @~B(ー)+ げ ァ の 
g 


この うち も 届 折 波 を 与え る も の は で あつ て と れ に つい て 前 と 同様 な 積分 路 を と る と , 
ー た / 十 oo の 
ー/ 82 2 


十 e-6C4 が ーー タ ) 十 0 7/// 


I 只 ーー ー47z | 1 のど Pr 


と な る 。 い ま 和 観測 点 ア が 地表 に ある と すれ ば < 々 ん と な つて と の 式 の { } 内 は , 


e~-8C34 末 ) 上 2g-8( グ + ん ) - ゥ ーB(3 み 7 ) 


と な り , と の うち も 届 折 波 の 走 時 を 与え る も の は 第 2 項 で 他 の も の は 重複 反射 を し た も の を 表す 


と 考え て よい . 従 つ て 届 折 波 は, 
8 の oo 


ア = ー 877 | は の Pc 6-6( 婦 RR02420/707 


と な つて (4.10) の 2 倍 と な る . 

即ち ,. と れ は SH 波 の 自由 表面 に お ける 反射 の 性 質 に よる も の で 屈折 波 の 本 質 に は 自由 表 
面 の 影響 は な た いと みて 差 を な い (も る し, z 補 ん と すれ ば て } 内 で 屈折 波 を 与え る も の ほ は 
e-PC+2 (に よる も の だ け で 他 の 項 は 異な つた 波 を 表わし て いて , と の と き 有 屈折 波 は 完全 に (4 
.10) と 一 致す る ). 

従 つ て , 屈折 波 の 性 質 は 層 の 厚 さ の 影響 は うけ な いと と が 知れ る . 

ONS オク ロリ to 

以上 調べ た 結果 SH 流 震 源 に よる 届 折 渡 の 性 質 と し て 次 の こと が わか つた . 即ち , 

層 の 厚 さ を 考え ん な いと き , 震源 か ら 十 分 可 い 負 で は , 

i) 震央 距離 の 3/2 乗 に 比例 し て 減衰 する , 
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小 


ii) 波長 の 長い 小 の 減 は 小さ い , 


ii) 振出 は 二 つ の 層 の 速度 比 及び 密度 比 に よ つ て 特徴 づけ られ て , 


速度 比 が 小さ い 程 振 巾 


は 大 きく な り , 高速 部 の 密度 が 低速 部 の それ より 大 きけ れ ば 大 きい 程 振 貼 は 大 きく な る 傾向 が 
ある (7 1 の と き 振 巾 特性 を 示す 23/ ヵ / の 2 一 1 の 値 を Table 1 及び Fig. 6 に 示し た だ ), 


Table 1. Amplitude Characteristics for 5 昌 -origin. 


? | 。 1083 還 306 
ーー ネ 2 as 『 ーー ーー ーー | ー ー ーー 
IN 9.92 
の 3 一 | 3 
の 本 計 is 1.8 
ーーーー 
2 3.31 3.49 
(023 
VoA」 
30.0 
20.0 
10.0 
まい SA 理 も を そそ 。 
1.O 1.5 e.O 2.5 3.0 


Fig.6 Amplitude Characteristics for SH-origin. 


但し ,。 すでに Y.SAro が 示し た よう に 震央 忠 


ae 、 


ん 


2 1. き 
1 6o 4.30 | 」3.63 
6 1 2.5 | 3.0 

22 4.70。 5.84。 


ivy) 屈折 濾 の 位相 は 直 達 濾 の 位相 と 


比べ て z/2 だ け あ くれ る 。 
層 の 厚 さ の 影響 と し て は , 


1i) 表面 で 観測 し た 場合 SH 波 の 
由 表 面 に お ける 反射 の 影響 に よ つ て 振 巾 


自 


が 2 倍 に な る が 層 の 厚 さ , 震源 の 深 さ に 


は 影響 され な い , 


ii) 層 内 の 変位 は 自由 表面 の 影響 は 


う け な い 、。 


E 及 び 層 の 厚 さ な ど と 波長 の 間 に 特 別 の 関係 


が ある 場合 は 除外 し な けれ ば な ら な い . これ は $4. (⑪) の 積分 に お いて 他 の 指数 項 が 影響 する 


か ら で あ る が , 一 般 に は 上 の 


* 上 ヨム 


人 am 暫 | 


が 成り 立つ と し て 差し 支え な W. 


た だ 注意 し な けれ ば な ら な い の は , これ ら の 振 巾 特性 は 与え られ た 岩 源 の 形 に よ つ て 左右 さ 


れる の で 必 ら ず し ゃ 普遍 性 が ある と は いえ な いと と で ある . し か し , と の 点 に つい て 論じ る と 


と は 困難 で ある の で と と で は 省く こと に する . 


終り に の ぞ ん で , 本 研究 に 示唆 を な えら れ , 終始 御 始 導 下 さ つ た 松沢 教授 及び 種々 助言 を 下 
さり 熱 心 に 御 討議 され た 松沢 研究 室 の 諸氏 感謝 する . 
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回 転 動 地 震 計 の 試作 


日 本 鉱業 株 式 会 社 萩 原 率 学 
(昭和 33 年 7 月 9 日 受理 ) 


A Rotation Seismometer 


Yukio HAGrHARA 


Nippon Mining Co、 Ltd. 
(Received July 9, 1958) 


wo rotation seismometers are built in order to observe rotational movements of the ground 
around the vertical (<-) axis. If the construction and characteristics of these two seismo- 
meters are exactly equal, and if they respond to no other movements than rotation around 
を -axis, the output signals from them must be perfectly equal (correlation coe 抽 cient between 
the signals is just 十 1) when they are set up closely to each other but in different azimuths. 
By observing the correlation coe 仙 cient between them during the adjustment, the writer 
Successfully constructs a pair of reliable rotation seismometers. The sensitibity of the seis- 
mometer iS such that a rotation of 0.1/ produces a deflection of 1 cm on recording paper. 


S1. 結 論 
鉛直 軸 の まわ り の 回 転 動 を 測定 する 地震 計 は , 1951 年 尾崎 ・ 鈴 木 り に よ つ て 試作 され た . 
それ は ュ コンク リー ト 公 に 自転 車 の 輪軸 を 水平 に 固定 し た も の で ある が , この よう な 装置 の 難点 


は , 

1) 後 小 振 動 に 対す る 車輪 の 回 転 軸 に お いて 摩擦 を 生ずる , 

2) 重心 の 位置 が 定め 難い , 
の 2 つ で ある . 土地 の 微動 で 調べ る と , 回 転 動 は 水平 動 に 比べ て 遥か に 小さ く , 水平 動 の 増 巾 
器 の 数 10 倍 の Gain を 必要 と する . で ある か ら , 振子 の 重心 と 支点 と の 間 に 僅か の ズレ が あ 
つて る も, 回転 動 の 上 に 水平 動 の 重なり を 生ずる 恐れ が ある . 

この 論 婦 で は 難点 の (2) を どの よう な 方 法 で 巧妙 に 解決 し た か を 述べ る . 難点 の 1) は 振子 


を 水平 に ベネ で 引張 る と と に よ つ て 人 解決 出来 る . 
Ss2. 2 台 の 地震 計 の 相関 
筆者 の 試作 し た 地震 計 は Fig. 1 の 写真 に 示す よう に , 支点 を 中 心 に 点 対称 と な つて いる . 


$ る し る 完全 に 点 対称 な ら ば , 水平 動 が 入 つ た と し て も 左右 の Coil に 流れ る 電流 の 強 さ が 等 し 


く 符号 が 反対 で ある か ら , 互 に cancet され る は ず で ある . し か し 完全 な こと は 期待 で き な い 


エメ 


の で , 構造 と 特性 の 等 し い 2 台 の 回 転 動 地震 計 を 作 つ て , 次 の よう 5 な 方 法 で 調整 し , 2 否 を 完 
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Fig. 1. Rotation seismormeter. 


全 な 回 転 動 地震 計 に 近づけ て 行く よう に し た . 1 人 右 を 土地 に 固定 し , 他 の 1 合 を その 傍ら に 軒 
いて その 方 向 を 次 々 と 変え て 行く と ぎ , と の 2 公 の 特性 が 完全 に 同一 で あり , 且つ 回 転 動 の み 
を 正しく と り 出 す も の な ら ば , 土地 の 微動 に よ つ て 同じ output を 生ずる . 即ち こと の 2 台 の 方 


沿 


向 の 違い の 角 を の で 表わす と , @ の 如何 に 拘わら ず , 2 人 台 の output の 相関 係数 は 十 1 を 示 
す は ず で ある . これ に 反し て 完全 な 水平 動 地震 計 2 台 の 相関 係数 は ゅ =0 即ち 同じ 方 向 で 
十 1, ゅ = テ 90?" で 0, ゅ =180?" で 一 1 に な る . 又 水 平 動 が 回 転 動 に 重 な つ た と き に は 相関 係 
数 の 曲線 は と の 両者 の 中 間 的 性 質 を も つと と と な ろう . Fig. 2 に それ ら の 曲線 を 示し た . 

た この 2 合 の 回 転 動 地震 計 の 5 ち 
何れ か 一 方 で も 不 完全 で あれ ば , 
水平 動 の 影響 が 重 な つ て , e の 変 
化 と 共に 相関 係数 も Fig.2 の (3③) 
に 示す よう な 曲線 と な る . そこ と で 
ら に よら ず 相 関係 数 が 十 1 を 示す 


よう に 2 合 を 調節 し た . 相関 係数 


Fig. 2. Correlation coe 人 xcient in case of (1) rotational, 


(2) horizontal and (3) horizontal superposed on を 求め る た め に 筆者 は 安芸 ? の 作 
rotational movement. 


成 し た Decatron 相関 器 を 使 つ 
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た . 筆者 の 地震 計 の 感度 は 10-? が 記録 紙上 1 cm 位 で も ある. Moving Coil 型 で damper と 
し て は 電気 抵抗 を 使い , critical damping に な つて いる . 固有 周期 は 0.2 sec で あぁ る. 

S3. 実際 の 調節 

さて 実際 に 調節 する と な る と , な か な か 困難 で ある . 2 人 台 の 地震 計 の 相関 係数 を 読み と りな 
が ら , スリ 合わ せ の 方 法 で 調節 する の で ある か ら , 2 人 台 の うち も 何れ が 正 し い 回 転 動 地震 計 で あ 
る か わか ら な い . 根気 の いる 仕事 で も る . Fig. 3 は この よう に し て 調節 を 終え た 2 人 台 の 相関 
係数 を 示し て いる . 土地 の 微動 中 の 回 転 成分 の うち の ある 周波 数 の 波 だ け 旬 ter で 取り 出し て 
いる . 結果 は 8c/s,、10c/s 及び 12c/s の 相関 が 非常 に よく 0.9 か ら 殆 ん ど 1.0 に 近い 相関 
係数 で ある . 14c/S に な る と 0.7^0.8 程度 で 少し 相関 が 悪く な り , 6c/S で は 更に 悪く 0.6 
程度 に 下る . と の こと は 回 転 動 地震 計 が 10c/S 附近 の 波 の 中 の 回 転 動 を 特に 忠実 に 拾 つ て い 
る こと を 意味 する も の で ある . 又 14c/s や 6c/S で 相関 が 悪く な つて は いる も の の , e の 変 
化 に 拘わら ず 相 関係 数 が ほぼ 一 定 値 を 示し て いる 点 , 水平 動 の 影響 と は 考え られ な い . むし ろ 
こと の 地震 計 の 性 質 に よる も の と 考え られ 
る . な お 調節 や 次 に 述べ る 観測 な ど は , 0 
東京 大 学 地球 物理 学 教室 の 地震 観測 用 の 
2 人馬 ド で 行 つ た る の で ある 


0.5 
が , 昼間 に 測定 され た 相関 係数 より ゃ 夜 


間 の 方 が 病 か に よい 値 を 示す と い ?2 事実 
を つけ 加え て お こう . 昼間 は 建物 の な か 0 上 


ト に 


90 130 270 360" 


Fig. 3. Correlation coe 抽 cient for filtered 
及び 附近 に 自動 車 恋 通 が ある こと な ど ImicrOSe1STniC WaVeS. 


で , 振動 が きわ め て 不 規則 と な る た md 
め と 思わ れる . 
22 5 こ ve 
ここ で は 水平 動 と 比較 し て 回 転 動 7 。 
の 記録 を 紹介 する に 止め て お く . ーー ニー ーー 


及び 附近 に 人 々 が 動き まわ つて いる と こと 


Fig. 4 は filter を 用 いな いで 生 の ie 0 KSSIii waves (without filter). 
まま の 微動 を 記録 し た も の で ある . 


S5. 終 章 
安芸 ? は 2 台 の 水平 動 地 震 計 を 用 いて 微動 の 相関 係数 を 測り , 地上 の 空間 的 相関 を 調べ て , 


微動 の 波長 を 求め て いる . 筆者 は と の 回 転 動 地震 計 を 用 いて 同じ 実験 を 行う 予定 で やつ た が 狭 
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念 な が ら 時 間 の 余裕 が な く で き な か つた . 又 実 際 の 地震 波 を 記録 で すき な か つた と と も ゃ 残念 で あ 
る . これ ら は 今後 の 研究 に 待つ も の で ある . 

お わり に 了 臨 み , 終始 御 忠 告 と 激励 と を 下さ つた 坪井 忠 二 先生 , 貴重 な 指導 と 助言 と を 頂い た 
安芸 散 一 氏 に 心から 感謝 の 言葉 を 捧げ な が ら , この 論 女 を 結ぶ. 
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地震 波動 の 周期 と 振 巾 と に 関す る 研究 


ーー- Magnetic Tape Recorder に よる --- 


東京 大 学 理学 部 地球 物理 学 教室 寺 島 敦 


(昭和 33 年 8 月 26 日 受理 ) 


A Study of the Relation between Predominant Period and 
Maximum Amplitude of Rarthquake-motions 
by means of a Magnetic Tape Recorder 


Tsutomu TERASHIMA 


Geophysical Institute, Faculty of Science, The University of Tokyo 
(Received Aug. 26, 1958) 


In this study, an analysis was made of earthquake waves recorded with a magnetic tape 
recorder. A velocity seismometer with a magnetic tape recorder was operated intermittent- 
ly at Mt. Tsukuba from November 30, 1957 to December 9, 1957, and about 400 near-by 
earthquakes were recorded in 25 hours in total. Since the records are taken with a tape 
recorder and are therefore reproducible, various characteristics of the seismic waves other 
than velocity can be obtained by means of electric circuit device and investigated. First 
the relation between predominant periods and maximum trace amplitudes of the seismo- 
grams reproduced from the magnetic tape was studied. Acceleration seismograms were also 
obtained from the records of the velocity seismometer through a differentiating circuit, and 
the frequency distributions of maximum acceleration (w) and maximuml velocity (?) amplitu- 
des are compared. They are found to be expressed by the following equations respectiVely, 

(の) の の 三 の -% の の , ( 促 伺 

ん (oe) 三 // み -%/7 の ZZ, (2 
where, ?72 三 1.82, 7%/ 三 2.05. 
From these values of 2772 and 724", We can deduce the relation between predominant periods 
(の ) and ?: アテ const.・2⑳022。 本 his equation is transformed into the relation between グ and 
4 (maximum displacement): 

三 const.・ 40-18. ( 3 ) 


| 


S1. 緒 
地震 波動 の 色々 な 波 群 の 中 の Spectrum を 調べ る こと は , 地震 の 発生 機構 及び 地殻 中 の 波 
の 散乱 , 吸収 を 研究 する た め に 必要 で ある . 本 研究 に 於 いて は 地震 動 の Spectrum に 関す 
る 第 一 近似 的 な 量 と し て の 旧 越 周期 と 最大 振 巾 と に 関す る 研究 を 行う こと と し た . 此 の 研究 は 
人 迄 義人 か の 人 に よ つ て 夫々 別 の 方 法 に よ つ て な され て きた . と の 両者 の 関係 に つい て 研究 す 
る と と は , 地震 の 発生 機構 及び 波 の 明 収 を 論ずる 場合 に , 最初 の 手がかり と し て 必要 で あり , 
又 Magnitude Scale を 組立 て る 上 に 於 いて も 必要 な 関係 で も る. 両者 の 関係 を る ぅ 一度 
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check する 意味 で , Reproducible Records を 用 いて , 筑波 山 で 記録 され た 微小 地震 の 解析 を 
試み た . 

S 2. 装 軒 

地震 記 象 は , 磁気 記録 機 と 燃 煙 紙 に 記録 され る . 燃 煙 紙 の 方 は 常時 動作 させ , 磁気 記録 機 の 
方 は 夜間 Noise の 少な いと き に の み 動 作 さ せ た . 装置 は , Fig. 1 に 示さ れる 記録 装置 と 


選 


Fig. 2 に 示さ れる 再生 装置 の 二 つ に わけ られ て いる . 


Magnetic 
Recorder 


前 Smoked 
Paper 


Fig. 1. Diagram of the recording Fig. 2. Diagram of the playback 
SyStemn. SyStemn. 


次 に Fig. 1 と Fig. 2 の 中 の 回 路 の 定数 及び 特性 に つい て 述べ る . 

地震 計 は アニ 1.02sec を も ぁ つ 水平 動 電 磁 式 地震 計 で , 感度 は 3.5v/kine で ある . 

記録 回 路 は Multivibrator を 使 つ た FM 変調 方 式 で 中 心 周波 数 は 6000cps で あり , 
2000 て 10000 cps まで Hinear で ある . 

再生 回 路 は 微分 回 路 を 利用 し た 計数 回 路 を 使用 し て いる . 加速 度 記 象 を 作る た め の 敏 分 回 路 


の 時 定数 は , r =0.001 で , 35 cps の と き , その 記 象 上 の 振 巾 は 速度 記 象 の 振 巾 と 一 致し て い 
人 る 


増 貼 度 は , 燥 煙 紙 の 場合 , 昼間 は 4x10% mm/kine で 夜間 は 2.1x107mm/kine で あり, 
Tape か ら 再 生 する 場合 は , Fig. 2 の 再生 回 路 と 微分 回 路 と の 出力 に , 感度 20mm/mA で 
100 cps の 検 流 計 を つけ た . 「 

装置 全体 の S/ は , 40db で これ は ほとん ど Tape の 送り むら に よる も の で ある . 双 , 装 
置 全体 の 周波 数 特性 は , 爆 煙 紙 の 場合 は 1-30cps まで Hat で , Oscillographic Paper に 再 
生 す る と き は , 全体 で 1 へ 100 cps まで は Hat で あぁ る. 

$S3. 解析 方 法 ! 

解析 方 法 と し て は , 浅田 D の 方 法 を 適用 し た . すなわち , 最大 速度 振 巾 を の 又 加 速度 記 象 
に 於 いて , それ に 対応 する 流 群 の 最大 加速 度 振 巾 を e と 書く と き , ' 

@ 三 (2z/7) の (C)< 
の よう な 関係 を 考え ん , w と 2 と の 関係 を きめ る 7 を “卓越 周期 ” と 定義 する . 又 , 各地 震 
に つい て @ み と の と の 間 に , 


地震 波動 の 周期 と 振 帆 と に 関す る 研究 


必 三 C・22 (Cg 
の 関係 が 成り 立つ て いる と する . この と き , c は 震源 距離 の 画数 で あつ て @ み と 2 と を 含ま な 
い . また 9 三 const. と する . 岩 源 に 於 ける 量 に は , “0? な る sufhx を つけ る と と に する と , 


の 0 三 Co・ の 0? (3 ) 
が 成り立ち , co テ const. で ある . (1) 及び (2) より , 
7 二 の の <、(c 錠 2z/6) (4 ) 


の 関係 が 成り 立つ . 又 , 経験 か ら , ある 一 地点 で 観測 され る 多く の 地震 の 最大 速度 振 貼 の 頻度 
分 布 は , 

(2) の の テ を み -% の の (ああ 
で 表わさ れ , 又 , 

(2o) の 0 ニ を 2o- の 2o ( 6) 
が 成り 立つ こと も 明らか で ある 59. (3) を 用 いて (⑥) の 変数 を zo より ge に 変換 する と, 


の DPCPt 2797' で の か 
WC に フク PP PPP20//) 2// 


婦 ー1 _( 宮 コ 
を ・(co g / の )・eo 0 あり 


即ち , 
(ao)7o ー だ go- の "co, 
2 三 (一 1/ の 十 ) か , | (7) 
〆 記 た (ee で の = COS も 。 | 
7 


ある 範囲 に 発生 する 地震 群 に つい て , (7) の よう な 関係 が 成立 する 場合 , 単位 地域 に つい 

て , 同じ 分 布 落 数 が 成り 立つ て いる な ら ば , 又は , 観測 点 が 十分 遠方 に ある な ら ば , その 地震 

群 を ある 点 で 観測 する と , その 地点 で の 最大 加速 度 に つい て は , 
/(o)Zw = ニ だ /〆- の 77 の, 


(3 ) 


だ 三 const. 
が 成り 立つ 
(8) より , ある 観測 点 で , 加速 度 記 象 に つい て , 最大 加速 度 振 巾 の 頻度 分 布 か ら , を 求 
め れ ば , (7) より 9 が 求め られ , (4) より 7 と 2 と の 関係 を 知る こと と が で きる . 


S4. 解 析 結果 
筑波 山 で , 1957. Nov. 30 か ら 1957. Dec. 9 まで の 間 に 微 小 地 震 約 1000 個 が 召 煙 紙 に 記 
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録 さ れ た . 

媒 煙 紙 に 記録 され た 地震 の うち の 約 400 個 の 地震 が 磁気 記録 機 に 収め られ た . 磁気 記録 機 に 
収め られ た 400 個 の 地震 を 微分 回 路 を 用 いて 加速 度 記 象 と し て 再生 し , 得 ら れ た 加 束 慶 記 象 
を , 振 店 別に 数 えた 結果 を Table 2 に 示す . 又 , 速度 記 象 の 最大 振 貼 の 頻度 分 布 は Table 1 
に 示し て ある . とれ は 爆 煙 紙 の 記 象 か ら 得 られ た も の で ある . 両者 の 最大 振 巾 頻度 分 布 を 
Fig。 3 に 示す . 


Table 1. Frequency distri- 
bution of max. velocity へ < 
trace amplitude. 


Classification 


(unit: mm) Number 
< 。4 499 
1.5 一 6.4 308 
6.5 一 11 .4 80 
11.5 一 16.4 40 
16.5 一 21 .4 21 
21 .5 一 26.4 14 
26.5 一 31 .4 10 
31 .5 一 36 .4 の 
36 .5 一 41 .4 10 
41 .5 一 46 .4 5 
46.5 一 51 .4 9 
光 SU 24 


Table 2. Frequency distri- 
bution of max. accele- 
ration trace amplitude. 


2 
Classification NN 還 5 1 wptom 
(unit: mm) OR 1 1 
記 記 Fig. 3. Frequency distributions of max. 
ぐ 0.4 70 velocity trace amplitude and max. 
05 ニニ 142 acceleration trace amplitude. 
5 4 22 ーー: max. acceleration trace 
6.5-9.4 9 amplitude. 
……: maX. velocity trace amp- 


2 Hitude. 


この 場合 , 速度 記 象 に 於 いて は 1.4 mm 以下 と 31.5 mm 以上 の Trace Amplitude と を 除 
き , 又 , 加 速度 記 象 に 於 いて は , 0.4 mm 以下 と 9.5mm 以上 の Trace Amplitude と を 除い 
て Fig. 3 に 示し て ある . そし て , 両 者 に つい て 最小 二乗 法 に よ つ て % 及び 好 を 求め る と , 
27 二 中 、825a 7 三 2.05 
る ぷる . 選 枚 が の 7 を 求め る 28. 
9 三 0.78 


ーー 


地震 渋 動 の 周期 と 振幅 と に 関す る 研究 


財 ち も , 7 と 2 と の 間 に は 。, 
7 cc の 0"22 (9 ) 
な る 関係 が ある . 即ち , 2 が 100 倍 に な れ ば , 7 は 約 2.8 倍 に な る . この こと か ら 振 巾 が 


大 きく な れ ば , 卓越 周期 も る 長く な る こと が わか る . 有 丸 , 最大 速度 振 巾 を 与え る 波 群 が ,。 や は り 
最 犬 加速度 振 巾 を 与え る も る の で ある こと が , 両 考 を 直接 に Oscillographic Paper に 記録 し た 
こと に より わか つた . この こと は $ 3 で 述べ た 解析 方 法 を 採用 する と き に 必要 な 条件 で ある . 
Fig. 4 の 写真 は 両 波 群 が 一 致し て いる と と を 示す 、. 


| 


らち SEC 


Fig. 4. Wave groups of max. velocity trace amplitude and of max. acceleration 
trace amplitude coincide. 
1. velocity seismogram. 2. acceleration Seismnograimn. 
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S5. 結 論 


他 の 人 々 に よ つ て すでに 得 ら れ て いる 結果 と (9) 式 と を 比較 する た め に , 変位 振 巾 (4) と 


7 と の 関係 に な お す と , 


7' oc 40"18 あ (10) 


と な る . そこ と で (10) 式 を 他 の 人 々 に よ つ て すでに 得 られ て いる 結果 と 比較 し て みる と , 


Table 3 の 如く な る . 


Table 3. Relation between predominant peri- 


こと で , 本 多 及 び 金 井 の 値 は , 初動 の 


od, の and max. amplitude。 % < か た ちり を 取扱 つて いる の で , 少し 意味 
obtained by the present writer and 


others. 


は 異な つて くる . 浅田 , Gutenberg は 著 


Terashima, 丁 . 
Asada, 華 . や 


Gutenberg, B., and Richter, C. F. め 


ィ 7c 4728 者 と 夫々 同じ よう な 考え 方 で 解析 し て い 
の oc 40・17 
cx 40・2 る . の 安 蘭 , 松本 も , 夫々 同じ よう な 方 


Aki, K.%) 
Matsumoto, 丁 . 


| 
| 7c 403 法 を 使 つて 解析 した. こと の よう に , Data 
2 は 独立 で も , 解析 方 法 が 同じ よ う 5 で あれ 


Honda, 是 ., and Ito, H.6) 
Kanai, KK., et al.7) 


7c 40.5 
7'cc 40・5 


ば , その 結果 も ほとん ど 同 じ に な る と と は 


S6. 結 語 


最後 に , 本 研究 に あたり , 終始 


る . 東大 岩 研 筑波 山 支 所 の 使用 を 
申し 上 げ る . 又 実 験 に 御 脇 力 い た 
だ いた 松沢 研究 室 の 皆様 に 感謝 す 


注意 すべ きこ と で ある 。. 


御 指導 , 御 紅 捧 を 賜 つ た 松沢 教授 , 浅田 助教 授 に 深く 感謝 す 
許可 され た 那須 所 長 , 萩原 教授 , 及び 松本 利 松 氏 に 厚く 御礼 
だ いた 赤松 艇 氏 , 筑波 山 支 所 の 渡辺 政雄 氏 , 及び 御 討議 いた 
の 
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寄 書 


成層 構造 に 対す る ray 
theory の 適用 (④) 


北大 理 地球 物理 田 治 米 鏡 二 
(昭和 33 年 3 月 4 日 受理 ) 


An Application of the Ray Theory to 
Stratifed Layers (4). 
Kyozi TAZIME 
Department of Geophysics, Faculty of 


Science, Hokkaido University 
(Received March 4, 1958) 


$6. 変位 potential の 及び 』 を 用 いて , 変位 の 
水平 , 垂直 成分 を 夫々 次 の 如く 表わす と と が で き 


の 
99, 、 9 9 の 7 9 ゆり / 
2 二 才 対人 9 3 ョ | 
3 2 9z , フー 9 , いなり 
但し ん テー e/ の ぁ ヵ ん ヵ 王 の / の s7 っ 
ピー ルアー アー ルアー の (CM2 


と お け ば , の , 及び ゆめ は 夫々 次 の 方 程 式 を 満足 す 
る も の と する . 
(P2 十 ん の の 7 王 0, (の 十 た め み 0. (6-3) 
了 ー テ 1,2,3…… は 地表 か ら 数 えた 層 の 番号 で ある 
(6・3) の 特 解 を 次 の 如く 書く と と が で きる 
の 7 デ eez 一 を 2)(.4 7ef み 攻 十 万 人 Z ア ) , | 2 
り ) 呈 = ef(o2 一 2)( び je78 の /e-78) 3 
又 stress tensol の の 成分 は (6.1) 及び (6.2) を 
使 つ て 次 の 如く 表わす こと が 出来 る . 


の 2 の , 92 
( め ー ム (を g の > の きこ 7 の 1 


9z2z / , 
(6・5) 
の 97 の の , 
⑰。7 ニ の (の 填 2 9z .2 + タ 2 一 完 リ 


(6.1) 及び (6.5) に (6.4) を 代入 すれ ば , 

77 三 026Co 一 42)】 一 を (4 7g4% 十 戸 je 一 2) 
†8(C7e% ア ター の pー 和 の めす 

2⑰ ヵ 三 29%(o2 一 2 7( 4 7gf2 ー 万 /@ー 凶 ) 
ギ 8C7e6 才 ッ ー8 の )} 。 


(6・6) 
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ー め の) 
三 @(eg gz [( 友 メー282)(.4 ,o62 上 有 )@-(%) 
十 288 7(C 7 放 8 メー の 7e-87) す , 
ー( め ら )) 
ーe 人 (ez 計 28o (4 ef ほ ア メー)eー 條 ) 
ー (アー282)(Ce 人 8 を 十 婦 が ) す . / 


(6・7) 

半 無 限 の 弾性 体内 で 
Co4 一 を z) oe4wiz (6.8) 
な る ray が 地表 面 に 入射 し て 来る 場合 に は , (6・7) 


SG ノー 人 下 の 1ー 0 上 財 (8 知生 と 
お け ば 入射 波 に 対す る 反射 波 の 振 巾 比 は 夫々 次 の 如 
70R22 
ぢ 」 (2 備 2e181 
イーー ニ ニー 上 ・ 
4 ー (2-285) 二 482ong」 , 0 
2 _ 48ai(2ー282) 
4」 (ん 2ー282)2 十 氏 218」 ・ 人 
次 に ee6 一 gz)]e7B1 (6・11) 
な る ray が 地表 面 に 入射 し て 来る 場合 に は , (6・7) 
に 於 で 7 三 1 4」 三 0。 と し 更に 左辺 を 夫々 02 と 
お け ば 次 式 を 得る . 
万 企ん 2ー282) 
= ー - 6・12 
ピ Cr (2ー28)2 二 482on8 , 
の (2 一 282)2 一 482e81 
ーーー テ ーー ー 二 .4 
リー の 2 PP 
(6・13) 
ここ で 注意 すべ き は (6・9) ~ (6・13) は 変位 po- 


tential の 反射 係数 で ある . これ に 反し ToOL8SToY 符 
の 反射 係数 は 変位 の 垂直 成分 @」 を 使 つ て いる . 即 
ち TorsrToy 等 の 反射 係数 は (6.9) 一 (6・13) の 代 


り に , 
6005m * ド 補 の の 21 ュ ー 企 の 
29 と 2 の 2 と 2 ー 臣 一 覧 Or” 
(6・14) 
を 使 つ て いる . と れ は 入射 波 が 上 向き に 進ん で いる 
場合 で ある が , 下向き の 入射 流 を 与え た 場合 に は 
(6.14) は 次 の 如く な る . 
2 ュー 紀 ー 尋 Cr 。 42941 一覧 G 
ー?2a1 万 「 ー?a1 ぢ 「 ー の 」。 一 の 」・“ 
(6・15) 


故に Tor8SToY 等 の 変位 反射 係数 と 香 々 の 変位 
potential 反射 係数 と の 間 に は 次 の 関係 が ある . 
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どっ (@/a) ど お , っ ーー(87an) ぢ / , 
C っ ュー(qi/)C , ソラ (ai)CY , 
ー イ っ の , 7 ッ ゥ の / . 
従 つて Torsroy 等 の 変位 の 反射 係数 間 の 関係 式 
2423 に の 92 ミニ 6 ぐ 太 」 (6・17) 
は 変位 potential の 反射 係数 で 書け ば 次 の 如く な 
5 


イコ ーー , ラー イス / | 


に 


4 の り - PC= ニ 1, PO の ニー の Og/. (6.18) 

(6・18) を 用 いる と , 先ず (4・14) は 次 の 如く な 
2 の 

7 ニー1ー】44/e-2694 ケ 上 の の /@-2281 

(8/ の ー オ 7 の)e-22(@+BT)Z 
2C/e- 2Cer+8J)7 . (6.19) 

(6・19) に 於 て 4ー0 と し , (6・16) に 挙げ た 如き 
記号 の 書き 換え を すれ ば , TorLSToy 等 が ray theo- 
ry に よ つ て 求め た 分 散 性 RAYLEreH 波 の 特性 方 
程 幸 と 全く 一 致す る . 

次 に (4.13) 及び (4・15) に (4.5) を 代入 し , 再 
び (6.18) を 用 いる と , (4.1) の 4 太 ,。 の の 
を 反射 係数 を ez の 7e2 に 用 いて 表現 する こと と が で 
きる . 

コ ュ ーー [4/eg-241 女 十 の (p ぢ /C/ 

ー4/ の /)e- 24(@1+B1)g ee の 
填 {4.4'e-2891 ケ 上 おび /e-(e1+ 81) 女 
+( お 7 の ー4/ の 6-22mm+B)Z 1e-6e12] // 。 
万 = [44/e-26017 上 の / ら 一 (@1+ キ 8 1) 
(PC ソー/ の 24@+B1)Z 1 e2 の 1 の 
二 (4ー の /e- 228h 婦 )e-2917] /77 , 
Ci ー [】/6 人 の +Bh)Z7 
ー 婦 (お 7Oー 4/ の 22C@r+ 7 1 ed の 
十 4 有 /6- 人 の + 有 1) ア 
+ 有 り 'e-2487 )e- fe12]/77 。 
の = [476-24a ケ 上 の 太 /e-6(en+ す 8) 1 otn の 
(お 6-%Cen+8DZ7 1e-4en] //7 . 


(6・20 


成層 構造 に 対す る ray 
theory の 適用 ⑤5) 


北大 理 地球 物理 、 田 治 米 鏡 二 
(昭和 33 年 3 月 4 日 受理 ) 
An Application of the Ray 本 heory to 
Stratified Layers (5). 
Kyoz1i TAZIME 


Department of Geophysics, Faculty of 
Science, Hokkaido University 
(Received March 4, 1958) 


& 7. 表面 波 の 特性 方 程 式 に 関連 し た 1 つの 関係 . 
表面 波 の 特性 方 程 式 は 一 般 に 次 の 如き も の で あ 


5 


6,o) ニ 0。 ⑦.1) 
然るに (7・1) か ら 次 の 関係 を 得る . 
dr _ ep の が 。 
の を 9 ゅ 。 ・gE を や 
2 9 」 
りー )/( フリ 0 
或 は 
2 1 1 
7 2 ES aa な も e) 
即ち 


1 
PCPDL 2 ブル 
(7・3) 

いう 迄 も な く , o は angular frequency, を は 境 
界面 方 向 の 波数 で ある . 故に (7.2) で 定義 し た ひ 
は 群 速度 で あり , 又 e は 位相 速度 を 意味 する . 

更に ア に 対す る 添字 まき は 偏 微分 の 記号 法 に 従 つ 
KGUVNS)。 

被 積 分 数 が exp {%(o 一 訪 )) に 比例 し , 然 ふも 
(7・1) の 条件 が ある 場合 が , 分 散 波 に 特有 な 積 分 表 
示 で ある 、 こ の 積分 を 厳密 に 行う こと は むず か し 
い . 逆 に saddle point 近 修 の 被 積分 画数 の 値 を 以 
つて , で きる だ け ょ い 近 似 を させ る 方 法 が と ら . れ 
る . 今 の 場合 saddle point は 
9o 
3 


の の 


「 】 


寄 
を 満足 する を に よ つ て 与え られ る . 
改 に 
eー 婦 ーeo( アー っ) (7.4) 


(7・3) の 左辺 と (⑦・4) の 右辺 と が 同じ 形 で ある 
原因 は (7・1) の 関係 が ある こと に 依る . 即ち この 様 
な 形 は 分 散 渡 な る が 故に 出 て 来る 何ら か の 意義 の あ 
る 形 で ある と 思わ れる . 

予想 され る 意義 の 一 例 と し て は , (7・3) の 右辺 の 
1/ が 6, ゅ ) な る 係数 は 表面 波 の 振 巾 を 計算 する 際 に 
必ず 出 て 来る 係数 で ある . 故に と と で は 焦点 を と の 
点 の み に 絞 つて 考察 し て みた い . 


$ 8. 2 層 構 造 に 於 ける LoVE 渡 の 特性 方 程 式 は 
が ( ほ ,o) 三 1 一 友 e-22m ケ どー0. (8.1) 
だ は 既に $1 で 説明 し た 如く , 底面 に 於 ける 反射 
係数 で ある . 駐 
77ー (oo ナー 1.2 (8.2) 
で あつ て , ?, は 各層 内 の SH 波 の 速度 で ある . 
さて (8.1) を (7.3) に 代入 する と き , 次 の 計算 
の み が 間 題 と な る . 


9 9 5 
ED 


meC 守 re 
ー277KezuZ( o 2 + 全 ) (8.3) 
然るに 
9 放 の や ) 党 代 見 和 の の 導 軍 因 (8.? 
0 NNYWS 人 2 こ 09e は 須 の 2 
又 末 は (⑦s/Z1) の み の 函 数 で ある か ら 
9 だ gg 2 
92o @(2s/71) の の 1 証 
9 だ @ だ 3 6(2>/71) (8-5) 
6  g(2s/Z) 3 
然るに (8・2), (8・4) に 依 れ ば , 
に を 6)"。 es 


故に (8.5) と (8-6) と か ら , (8・3) の 右辺 第 1 項 
は 0 に な る こと が 判る 
次 に 再び (8・2) 及び (8・④) を 使え ば , 


9 . 9 か 8.7 の ) 
の SA ト ほ 9g 71 (8.7) 


改 に (8・3) は 結局 次 の 如く な る . 


(を + 6 CEe- 2491 婦 ) 王 一 227 万 2 一 24717 . 
(@・8) 
(8・1) な る 関係 は 全 
即ち (8・8) は 表面 波 に 特有 た な 関 
SH 波 の ray に 就 て の 関係 に す 


(8・8) を 計算 する に 際 し て は , 
然 使 つ て いな い . 
係 で は な し て 
30 

(8.8) に LoVE 波 の 条件 (8.1) を 代入 する と 
(7・3) は 次 の 如く な る . 


22 
・(ー シ ーー 大 7 
故に LOVE 波 の 振 巾 画数 は 次 の 如く な る . 
22 の 1 
7《,e) ーー 7 人 に > 20 
(8・10) は 辿 つ て 入射 角 9 を 中 介 に し て 計算 し た 
結果 | と 同じ で ある . 
3 層 の 場合 に も , 反射 係数 を > 5。 と 記せ 
ば , (8@・8) と 全く 同様 の 関係 式 を 得る こと が で き 
2 た 


(8.9) 


Z 支 証 


9 
(< 2 - 士 を fe-r 


三 一 2471 万 ye 一 249171 


の 
(< 人 昌紀 だ ] ッ だ 55e 26925 


ー 一 267> 万 > 人 > 信 s@ 一 227272 , 
(C あ 大 十 和 68 5 erZT 
と の ECIRE2- あ GO50h 6 8 
(8・11) 
参考 の た め に 記す と , この 場合 の 特性 方 程 式 は 次 
の 如く 表す と と が で きる . 
7 で ,o) 王 (⑪ 十 だ > 食 5。e 一 26727 ぅ ) 


ー】 ye 28717 ュ だ se 一 26(71 ガ ュ オ 72772) は ーー ョ (0) 
(8・12) 


$ 9. (6.16) に よれ ば plate 内 の MO 波 の 特性 
程 式 は 
MC① ーー 1 一 g-(@+8)7 
ー4(e-7@ ケ ーg-6BZ) 王 0 . 
但し , 4 は 反射 係数 で あつ て , 
表 の で きる 。 


(9.1) 
次 の 如く 表わす こ 


の 。 の 


(4 (9・2) 
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さて $ 8 に 於 ける と 全く 同様 の 計算 を 行え ば , 


の 
ー7@ す 8) 
(< /* 


ーー2(@ 十 万 g-@+8DZ7 (93) 


9 の 4 本 
(。 去 十 ほ 5 / 2 婦 一 4(。 2。 +6 寺 / 4 み 


+e-ez(o テ 3 )4. (9.4) 


(9.4) の 右辺 第 1 項 の 計算 [は (9-3) で =0 と お 
いた 場合 に 当 つ て いる か ら 問 題 は な い . 
然るに 4 は w/ と 86 が E と の 了 苑 数 で ある ヵ カ 


(に 記せ 充 だ = 0 た 


3 5 Ia ツ 
然るに (8・6) と 同様 に し て 
Ce りー の 
(9・6) 


に を たせ 8(⑲-t 
履 に (9・5) の 右辺 は 0 で ある . 即ち (9.4) の 大 辺 
第 2 項 は 0 で ある . 又 (9・4) の 4e-%2Z の 代り に 
4e-87 と お いて も 全く 同じ 様 な 結果 に な る こと は 
明らか で ある . 故に 
(。 すま 寺 ) 14@- ル 2/ ま の 2)| 
ーー 万 42-2% 婦 上 278 万 4e-287 
(9・3) と (9.⑰" と を (931) (EC 代 すれ ば , 
の 
(< 2 = 選 8 博 の 
二 4(2x 万 e-?% ケ ー28 刀 e-?8Z) . (9.8) 
但 し これ 迄 の 過程 に 於 て は , (9・1) に 於 ける M① 
ーー 0 な る 関 訂 の 方 は 未だ 全然 使 つ て いな い 。 と れ 
を 使え ば (7・3) と 同等 の 関係 式 を 経て , (8・10) に 
相当 する 表現 に 到達 する こと が 出来 る . 
参 照 文 献 


1) TAZIME, K: Journ. Phys. Earth, 5(1957) 
43. 


(9.7) 


MD ー(@ 十 万 e+ な 


ぅ 


震源 の 極 く 近傍 に 於 ける 
分 赦 波形 に つい て 
東京 大 学 理学 部 地球 物理 学 教室 
佐 藤 良 輔 
(昭和 33 年 8 月 25 日 受理 ) 
On Dispersive Wave Forms in the 
Immediate Vicinity of Sources 


Ry6suke SATG 


Geophysical Institute, Faculty of Science, 
Tokyo University. 
(Received Aug. 25, 1958) 


$ 1. 分 散 性 を 有する 波 は , 震源 で pulse を 与え 
て も 遠方 で は 綺麗 な 振動 濾 形 を 形 づ く る こと は 良く 
知ら れ て いる . と の こと と に つい て は 震源 で 区 を る 濾 
形 が どん な も の で あろ うと る ゃ も, Fourier 積分 の 立場 
か ら 見 る と , それ は 一 か ら 十 e 迄 の 全て の 周 
期 を も ゃ つ 濾 か ら 成 つて いる と 見 人 区 さ れる わけ で あ 
り , この 衝 成 分 が 夫々 に 相当 し た 速度 で 伝わる 為 に 
振動 波形 を な す ょ うに な る と いう 説明 が な され て い 
. 併 し “連続 的 な ” 周期 分 布 を も つた も の が , そ 
8 し て “連続 的 に 変る ? 速度 で 伝わり, その 
結果 振動 的 に な る と いう の は 直ちに は 理解 し 難い よ 
うに も 思わ れる . これ を 明らか に する に は , 震源 で 
与え た pulse が どの よう な 経過 で 振動 的 に な つて 
く か を 見 る の が 最も 容易 で あろ う 5. 


2. 一 般 に 或 る 任意 の 速度 分 布 (分 散 曲 線 ) を 与 
えて , 任意 の 震源 波形 に 対す る 分 散 波形 を 雲 源 の 極 
く 近 修 ま で 求め る こと は 困難 で ある . そこ で 此処 で 
は 著者 が 前 に 得 た り 完全 に 積分 の で きる 解 に つい て 
沈 ず 調べ る こと に する . 即ち phase velocity は 該 
論文 の (15) 式 で 与え られ る も の と し , また 震源 に 
於 ける 波形 は , の = 4e- ど だ [(26) 式 ] の 場合 と , 
delta 函数 の 場合 で ある . 


$ 3. 前 者 に 対す る 解 は , 

る が , 計算 に 便利 な よう に , 

gw/〉 三 s, % 三 て , og ガ / ヤ 峰 9 
5 


(29) -(31) で 与え て あ 


し 


の = 2 記入 の 株 (2 


寄 


と な り , 任意 の 9 に 於 ける 波形 は , 
ト / 
の 7 た | | の [7』( の 7- CIEE ーB | 
| 
r>9+ に 


9 人 Ne | w 


PS 隊 3(*-8 
(CS3) 


人 4 と 。 ュ 1/3 Js? 
ニュ ンー 6 | 引 壇 3 | em 


St 


yo 孤 0. (4 ) 
朋 本 に la の 8 の 0e-8 。 
くせ の 
人 03 す ー 
二 基 と 9 きす)、 (6) 
で 与え られ る . check の 洛 フラ 0, 即 ち の っ 0 の 場合 


を 考え る と ,⑤ に て の 8 の っ 、/ 全 の er 


2 


っ 1ー また 
7 つ s64 た 8 っ 


軸 155 


864 8 42 


で 確か に 9 テ 0 に 於 ける 注 形 と な る 

拠 て Fig.1 は の 9 を parameter と し , 横 軸 に 
7 を と つた と き の 波 形 で ある ($ ニ 1 と し て ある ) . 

0 三 0 に 於 ける 波形 %= 4e-? ($ 三 1) た 訟 

て , 振 巾 が 半分 に な る と き ぎの r を 土 Yo(co>0) と 
し , “周期 67 を o2) = 4czo で 定義 。 と れ に 対応 
する “ 濾 長 ? を 7。 と する と , 4/o =1.366 な る 
関係 が ある . 即ち , 9=1 は 震 源 波形 の “波長 アツ 
の 約 1.37 倍 の 固 央 距離 に 相当 する も の で ある . 

同様 に し て 震源 波形 が delta 此 数 で ある と き は , 
前 記 論 文 の (19) 一 (21) 式 で 与え られ , 各 0 に 対 
する 注 形 は Fig. 2 の よう に な る . 

これ ら の 図 を 見 て 先ず 先 ず く こ と は , 波形 が 予想 
外 に は や く 振 動 的 に な る と と で ある . 即ち 距離 が 増 
す と 共に 最大 振 巾 の 部 分 は 小さ く な り , 速度 の 遅い 
短 周 期 の 部 分 (尾部 ) と の 相対 的 な 振 巾 差 が 次 第 に 
小さ きぐ で な つ で て 行 ⑳ と いら 今 和 記 で ぐ 枯 方 で だけ 知 られ 
て いた 現象 が 既に こと の 附近 で 見 られ る . 


1 86 720 
ー se4 (1- 要 て と な る か ら 


また Fig. 1 と Fig. 2 の 著しい 相違 は , 最初 の 
山 を 除く 山 及び 谷 が , 
する も の の 振 巾 が 入 


前 者 で は 9 の 大 きい 程 対応 
ぼろ 大 きく な つて いる が , 後者 で 


Fig. 1. Dispersive wave forms at various distances when an initial pulse Ae-?2? is given at 6 三 0. 
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Fig. 2. Dispersive wave forms when an initial pulse is given by Delta function . 


は 周期 の 長い も の が あら われ る と 共に 小さ く な つて 
NOS 電 CSS の っ 

更に 両者 の 山 及び 谷 に お ける の 大 過 の 値 は 次 表 に 
示す ょ うに な る が , 9 =1 位 に な る と 両者 の 山谷 の 
位置 が 殆 ん ど 等 し く な る と いう こと は 注意 すべ きこ 
と で あ ク ろう 5 、 


6 | 1 2 3 4 5 
0.1 | 0.50 2.37 3.49 4.38 5.19 
0.2 | 0.78 2.96 4.33 5.36 6.48 
0.5 | 1.59 4.20 6.05 7.54 8.96 
1.0 1 2.32 5.71 7.97 9.90 11.62 

が す 2 3 4 5 
0.1 | 0:81 2.28 93337 4.28 誠 O9 
0.2 | 1.04 2.92 4.28 5.33 6.41 
0.5 | 1.68 4.21 6.03 7.52 8.95 
1.0 | 2.40 5271 が c96 9329 ま 11962 


以上 の こと か ら , 震源 附近 で は , 分 散 波形 自身 は 
分 散 曲 線 の 勾配 や 震源 に 於 ける 波形 に 強く 支配 され 
る が , 山谷 の 位置 は 予想 外 に 早く 岩 源 の 波形 に 無 関 
係 に な つて 来る と と が 予想 され る . 


参 考 文献 
1) 佐藤 良輔 : 地震 , 第 2 皿 , 第 1 巻 
号 (1958) 肝 76 


地震 時 報 


1958 年 4-6 月 の 顕著 地震 

月 1 日 宮城 県 東方 沖の 地震 

4 月 1 日 23 時 07 分 17 秒 ご ろ , 38.5?N, 141.7? 
FE, 深 さ 約 60 km に 起 つ た も の で , 東北 地方 の 大 
部 分 , 関東 地方 の 一 部 お よび 釧路 で 有 感 , 最大 震度 
II, 最大 有 感 距離 は 釧路 まで 540 km, 規模 は 5.3 
(気象 庁 ) ・ 

4 月 8 日 金華 山東 方 沖の 地震 

4 月 8 日 03 時 04 分 57 秒 ご ろ , 381/4CN, 1433/49 
E, 深 さ 約 20km に 起 つ た も の で , 東北 地方 の 大 
部 分 , 関東 地方 の 一 部 お よび 浦河 で 有 感 , 最大 震度 
III, 最大 有 感 距離 は 浦河 まで 450 km, 規模 は 6.5 
(気象 庁 ) . 

4 月 4 日 金華 山東 方 沖の 地震 

4 月 8 日 03 時 30 分 09 秒 ご ろ , 38*SN, 1433/』? 
E, 深 さ 約 20 km に 起 つ た も の で , 東北 地方 東 半 


第 2 


部 お よび 村 岡 で 有 感 , 最大 震度 III, 最大 有 感 距離 
は 柿岡 まで 390 km, 規模 は 6.2 (気象 庁 ). 

4 月 8 日 金 便 山東 方 沖の 地震 

4 月 8 日 03 時 38 分 14 秒 ご ろ , 38U4"N, 1431/。? 
E, 浅 所 に 起 つ た も の で , 東北 地方 東 半 部 お よび 柿 
岡 で 有 感 , 最大 震度 LL, 最大 有 感 距離 は 柿岡 まで 
390 km, 規模 は 6.2 (気象 庁 ). 

4 月 10 日 金華 山東 方 沖の 地 固 

4 月 10 日 20 時 50 分 00 秒 ご ろ , 38。"N, 1433/,? 
E, 深 さ 約 20 km に 起 つ た も の で , 東北 地方 お よ 
び 前 橋 で 有 感 , 最大 震度 , 最大 有 感 距離 は 前 橋 ま 
で 470 km, 規模 は 6.1 (気象 庁 ). 

4 月 1 日 金華 山東 方 沖の 地震 

4 月 11 日 09 時 58 分 06 秒 ご ろ , 38 ぁ ?N, 144? 
E, 深 さ 約 20km に 起 つ た も の で , 東北 地方 の 大 
部 分 お よび 横浜 で 有 感 , 最大 震度 I, 最大 有 感 距 
離 は 横浜 まで 520 km, 規模 は 6.4 (気象 庁 ). 

4 月 12 日 千島 列島 の 地 寺 

4 月 12 日 08 時 11 分 40 秒 ご ろ , 47?N, 152?E, 
深 さ 約 80 km に 起 つ た も の で , 根室 だ け で 有 感 , 
震度 は 1, 有 感 距離 は 根室 まで 650km, 規模 は 
61/。 (Pasadena ). 

# 月 17 日 福島 県 東方 沖の 地震 

4 月 17 日 20 時 32 分 52 秒 ご ろ , 37.1?N, 141.3? 
E, 深 さ 約 60 km に 起 つた も の で , 東北 , 関東 両 
地方 の 大 部 分 お よび 中 部 地方 の 一 部 で 有 感 , 最大 震 
度 III, 最大 有 感 距離 は 秋田 まで 310 km, 規模 は 
5.7 (気象 庁 ). 

(5 月 中 は 顕著 地震 は 発生 し な か つた ). 

6 月 17 日 苫小牧 南方 沖の 地震 

6 月 17 日 09 時 27 分 12 秒 ご ろ , 42.4?N, 141.2? 
E, 深 さ 約 100 km だ 起 つ た も の で , 北海 道 の 一 
部 と 宮古 で 有 感 , 最大 震度 II, 最大 有 感 距離 は 宮 
古 ま で 310 km. 

6⑥ 月 22 日 根室 東方 沖の 地震 

6 月 22 日 13 時 58 分 59 秒 ご ろ , 42.9?N, 146.8? 
E, 深 さ 40 km に 起 つ た も の で , 北海 道 の 南東 部 
で 有 感 , 最大 震度 II, 最大 有 感 距離 は 帯広 区 内 広 
尾 ま で 300 km. 


(気象 庁 地震 訂 


学 会 


品 
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O 委 員 会 

1958 年 3 月 24 日 (月 ) 10515 ゅ 12h 00m 於 東大 
震 研 会 議 室 

出席 者 浅田 , 井上 , 宇佐 美 : 写 津 , 河 角 , 金 
井 , 笠 原 , 坪井 , 田 , 早川 , 松沢 , 松本 , 宮部 . 

33 年 度 委 員 長 選挙 開票 結果 投票 総数 15 上 票 ( 無 

効 な し) 
松沢 5, 佐々 3, 飯田 3, 坪 井 1, 河 角 1, 

橋 1, 和 達 1 と な り , 松沢 委員 長 就任 の 承認 を 得 

Me 

報告 事項 . 

[ 庶務 報告 (宇佐 美 幹事 ) 

1. 地 物 連 合 を 通し , 廊 部 省 科 学研 究 費 等 審議 会 
専任 委員 加藤 愛 雄 氏 よ り 33 年 度 地震 学 関係 の 
同 委員 推薦 方 依頼 を 受け た . 

文部 省 よ り 32 年 度 研究 成果 刊行 費 補助 金 10 
万 円 が 交付 (12 月 21 日 ) され だ た. 

3. IUGG National Report は 配布 済 (配布 先 : 
地震 , 11 巻 1 号 参照) . 

松山 基 範 氏 死 去 に 際 し 電 を 打つ た . 

春季 学会 シン ポジ ウム は 島津 氏 に 依頼 (③.1. 
幹事 会 議事 録 参 照 ) し た . 休学 会 開催 期日 等 具 
体 案 は 新 委 員 会 に お 願い し た い . 

6. 朝日 科学 奨励 金 に 関し , 候補 論文 が あれ ば 申 
し 出る 様 会 員 に 通知 し た が 今回 は 応募 が な か つ 
AS 

7. 地 物 連 合 宛 本 会 は 六部 省 初等 理科 過程 の 改正 
に 関す る 審議 に つい て , 1) 地 物 連合 と し て 学 
術 会 議 へ 上 申す る 事 を 適当 と 考え る , (2②) 初等 
理科 を 分 類する こと は 差 支 えな い が 全 部 必修 と 
する 事 を 必要 と 考え る , と い 2 主旨 の 回 答 を 送 
つた . (3⑬.1. 幹事 会 議事 録 参照 ) 

II 会 報 報告 . 現在 高 3 月 24 日 ) 


回 6 


SN 
Im6 


ト う 


振 奉 5,288 円 
預 金 172.640 円 
現金 10,624 円 


計 188,552 円 
(但し California 大 学 よ り 支払 われ だ 震 予 調 報 
の 代 $247 .48(3.1. 幹事 会 議事 録 参 照 ) を 含ま ず )・ 
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ビク 

和 何 , この 合計 金額 よ 9 後日 , 本 年 度 の 最終 号 11 

巻 1 号 の 代 を 支払 予定. 

鶴 議 事項 . 

1. 報告 事項 1.1. に つい て . 期日 が 迫 つ て いる 
の で 選挙 に よる 方 法 を と ら ず 昨年 に な らい CS7 
年 5 月 14 日 委員 会 議事 録 参 照 ) 松沢 委員 を 推 
應 する 事 に 決定 し た . 

2.- 報告 事項 1.7. に つい て . 坪井 委員 ょ り 回 答 
(1) に つい て 学術 会 議 で は , 教育 に 関し て は 何 
も ふた ず さ わ つて いな いし , 第 1 の 問 毅 と し て , 
この 事 が 区 部 省 内 の どこ で どの 程度 に 決 つ た も 
の か , その 調査 方 を 学会 連合 に 申し 入れ る べき 

で あつ た と の 発言 か あ つ た . 連合 は この 問題 に 


関す る 会 合 を まだ 行 つ て いな い 様 な の で 広野 幹 
事 に 以上 の 意向 を 含ん で 出席 し て いた だ く 事 に 


ク 

イラ ン 国 に 於 ける 地震 学研 究 の 現況 等 に 関す 
る 件 (外務 省 よ り の 公 廊 書写 は 委員 に 通知 済 ) ・ 
外務 省 国 際 協 力 局 で その 実情 を Survey し た 上 
本 会 の 態度 を 表明 する 事 に し た . 

California 大 学 ょ より 震 予 調 報 の rare num. 
ber に つい て も 是非 入手 し た いと の 申し 出 に つ 
いて は , 在庫 1 部 以上 (前 回 3 部 以上 の も の を 
譲渡 し て いる の で 3 部 以下 1 部 以上 ) の もの も 
送る 事 に レ た . 


CS 


下 


5. 33 年 度 幹事 選出 ( 新 委 員 長 の 指名 に よる ) 
庶務 幹事 〇 松本 , 田 , 宇佐 美 , 宇津 . 
会 計 幹 事 〇 釜 原 , 浅田 . 

会 計 監 査 西村 , 早川 . 

編集 幹事 〇 金井 , 佐 衣 . 

編集 委員 〇 純 井 , 萩原 , 佐々 , 本 多 , 松 
沢 

地方 連絡 幹事 札幌 : 田 治 米 , 仙台 : 鈴木 , 名 
古屋 : 島津, 京都 :( 佐 々 委員 に 


指名 依頼 ), 福岡 : 下 稔 . 
学会 連合 連絡 幹事 末広 . 
研 連 委 連絡 委員 浅田 . 
( 〇 印 は 主任 ) 
何 , 京都 地方 幹事 は 佐々 委員 の 御 指名 に ょ り 三 
木 晴 男 氏 に 決ま つた . 
春季 学会 開催 火山 学会 よ り 会 期 を 平行 し て 
行い た いと の 申 入 が ある の で 庶 和 幹事 と 火山 学 


〇 ゝ 


ジコ 


記 事 


会 と の 交渉 に 委ね る 事 と し , 会 場 , 日 時 等 で 都 
合 よ く 行 か な いり 場合 は 親 会 を 合同 で 行う 事 と 
し た 。 谷 , 松本 委員 より エク スカ ーション と し 
て 大 学 の ベス を 使用 , 筑波 山 支 所 見 学 案 が 提出 
に の 3 


O 幹 事 会 
1958 年 4 月 18 日 ( 金 ) 13 ほ 00-15!00 於 東大 実 


出席 者 松沢 委員 長 , 


| 障 


帆 3 


と 


骨 貞 
配分 審査 委員 は 松沢 武雄 氏 に 決定 . 


議 


5s: 
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研 会 議 室 


浅田 , 宇佐 美 。 宇津 。 金 


井 , 笠原 , 佐藤 , 末広 , 田 , 松本 ,( 火 山 学 
会 ) 山崎 
庶務 報告 (松本 幹事 ) 学会 開催 に 関し 
火山 学会 と 相談 の 結果 . 1) 8 日 午前 中 を 火 
山 と 共催 . 2) 懇親 会 は 合同 で 行 5. 


エク スカ ーション 筑波 山 支 所 見 学 に は 大 学 病 
院 の バス 及び 震 研 1 号車 を 僅 り る . 但し , 病院 
バス に と 対 し て は 運転 手 謝礼 (100 円 / 時 程度 ) 及 
び ガ ソリ ン 代 を 当方 に て 負担 し な けれ ば な ら な 
い 、。 

地 物 連 合 報 告 (末広 幹事 ) 


廊 部 省 科 学研 究 旨 


題 

学会 開催 準備 

委員 会 及び 総会 議題 は 下記 に 決定 . 

1) 各 係 報告 

2) 地球 物理 学会 連合 報告 

3) 研 連 委 地 震 分 科 会 報告 

4) 1.G.Y. 特別 委員 会 報告 

5) 予算 及び 決算 の 件 

6) 会 則 草 案 の 件 

7) 秋季 地震 学会 開催 地 及 び シ ン ポ ジッ ウム の 件 
エク スカ ーション 及び 懇親 会 

1) エク スカ ーション . 参加 者 1 人 人 当り 100 同 

会 費 を と る . 人 員 過 剰 の 場合 は 地方 会 員 を 

優遇 する . 谷 今 後 学会 会 計 予 算 の 中 に 学会 開 
催 費 と し て 年 1 万 円 を くみ 入れ , ア ル ベ バ イト, 
小 使 謝礼 , 会 場 綴 , エク スカ ーション 等 ま か 
な う 事 に した. 

2) 懇親 会 . 場所 好 仁 会 (予定 ). 会 費 400 円 と 
する . 松本 , 田 両 幹事 が 交渉 に 当る . 

3) 会 場 世話 係 を 下記 会 員 に 依頼 する 事 に し 


学 会 
7 
8 日 9 日 10 日 
生前 | 下 人 0 久保 浅田 
竹内 ( 和 六 及び シン ポ 
生後 | 田 治 米 | 末広 
| 盆 木 (総会 
TL. ん 
宇佐 美 幹事 に よる 会 則 私 案 及び 佐藤 幹 宮 の 編集 
軍 則 を 発表 
〇 会 則 1 章 総則 , 2 章 会 員 (構成 及び 義 
務 権 利 等 記載 )。 3 章 委員 及び 会 議 , 4 意 
総会 5 章 会 計 
〇 編集 細則 
答 項 を 検討 , 多少 の 字句 訂正 を 行 つ た が , 3 章 
に つい て は 従来 の 委員 会 , 幹事 会 の 関係 を 廃止 , 


次 の 如き 構成 を 幹事 会 案 と し て 提出 する 事 に な つ 


に 36 


! 
編集 会 議 -| 委員 会 | | 作 識 関 
ーー 
市 ます びす 1 
研 地 学 編 庶 会 会 
会 計 計 | 委員 会 の 中 に だ の 各 
条例 祭 (委員 を 置き 執行 に 当 
絡 連 る 


この 会 則 草 案 は 幹事 会 案 と し て 印刷 , 次 回 委員 
会 迄 に 委員 各位 の 検討 を 依頼 する 事 に し た . 


皿 . プロ グラ ム 編 成 . 講演 総数 60 題 ( 炎 山 学会 

より 6 題 を 含む ) 
8 日 ( 相 ) 9 日 ( 金 ) 「 10 日 ( 土 ) 

| 山 学 会計 没 動 ( 百 ) pesr 2 
Az っ 族 宮寺 番 

前 物性 100 分 4 55 
記念 撮影 委員 会 | 

3 _ 分 流動 (理論 ) 午 分 
午 | 流動 (実験 ) 115 前 , 半 合 財 6 Magnitude 110 
好 球 内 部 115288 分 験 震 及 び 調 査 

人 ・ 演 15 類 人 75 

8 総会 16 ょ り 

夜 懇 親 会 

IV. その 他 佐藤 編集 幹事 より , 編集 幹事 を 1 名 


記事 159 
追加 し て ほし いむ ね の 申出 を 受け た の で , 


昌雄 康 氏 に 電 事 を お 願い する 事 に し た . 


小 


O 幹 事 。 
1958 年 5 月 7 日 ( 水 ) 10t10m-12b00m 於 東大 理 
学部 1 見 0 


出席 者 松沢 委員 長 , 宇佐 美 , 宇津, 
原 , 佐藤 , 末広 , 田 , 松本 . 

報告 及び 議題 

1 . 衝 係 報告 

1. 編集 (佐藤 幹事 ). 11 巻 1 号 配 布 済 , 11 巻 2 
CRON 

2. 会 計 (笠原 幹事 ). 学会 現在 高 (5 月 6 日 現在 ) 
振 替 21,137 
当座 預金 193,627 円 
現金 4.977 円 

計 219,741 円 

3. 地 物 連合 (末広 幹事 ). 連合 の 半沢 幹事 より 連 
合 主催 の 合同 懇親 会 を 開い て ほし いと の 希望 が 
ある の で 地震 学会 の 希望 (開催 地 , 会 場 , 会 費 
等 ) を 知ら せ て ほし い 旨 連絡 が あつ た が , 当会 
と し て は , 火山 学会 と の 合同 懇親 会 も 決ま つて 
いる の で , 特に 希望 は 表明 し な い 事 に し た . 次 
の 当番 学会 と し て 地震 学会 が な つて ほし いと の 
話 が あつ た が , 当会 と し て は 各 学 会 退 り 持ち に 
009 7 ML 

II. 予算 及び 決算 . 笠原 幹事 報告 の 予算 案 に 対 し , 
多少 の 修正 を 行い 以下 を 委員 会 に 提出 する 事 と な 

ン の の 


金井 , 等 


1! 


1. 決算 報告 
収入 前 年 度 繰越 158,440 円 
会 費 (普通 ) 190,851 
ヶ ( 算 助 ) 175,000 
雑誌 恥 売上 ( 震 予 ) 95,337 
(2 (ラン < ジョ ク ョ ドリ) 9,000 
ヶ | 。 (地震 ) 97,675 
久 部 省 助 成金 100,000 
計 826,303 円 
支出 人 件 費 64,280 円 
雑誌 印刷 439,112 
雑費 109,447 
振替 手数 料 2,165 
計 615,004 円 


160 学 会 
33 年 度 へ の 繰 直 211,299 円 
2. 予算 案 
収入 前 年 度 繰越 金 211,299 円 
会 費 (普通 ) 180,000 
ヶ ( 筐 助 ) 120,000 
雑誌 売上 ( 震 予 ) 20,000 
(2 (0 人 グ ジン h ン > ク 仙 9 7,000 
ヶ (地震 ) 95,000 
丸 部 省 助 成金 100,000 
放 金 利子 。 1,000 
計 734,299 円 
支出 人 件 費 65,000 円 
雑誌 印刷 費 360,000 
大 会 開催 費 16,000 
雑費 80,000 
振替 手数 料 2,000 
予備 費 211 , 299 
計 _734,299 円 


由 . 学会 開催 準備 . 

1. エク スカ ーション . 会 費 100 円 . 参加 者 は 
11 日 午前 8P30" お 茶 ノ 水 岸 体育 館 前 集合 する 
事 9 6 だ 。 

2 用 アジ スト みろ 1 部 40 円 と ずる 。 

3. アル バイ ト (場内 及び 受付 ). 

IW. その 他 . 松沢 委員 長 よ り 「 坪 井 氏 よ り IUGG 
幹事 会 が 本 年 4 月 Moscow で 開か れる の で 出席 
する が , 会 期 の 前 後に 各国 学者 と の 打合せ の た め , 
浅 在 期間 を の ば し た い が , その 葵 在 費 の ワク を 学 
術 会 議 か ら も ゃ ら う 5 ため, それ が 有意 義 で ある こと 

を 学会 で 証明 し て いた だ きた い 」| むね の 申出 が あ 


つた と の 報告 を 受け た が , 者 議 は 午後 の 委員 会 に 
持ち 越す 事 に した. 

O 委 員 会 
1958 年 5 月 7 日 ( 木 ) 1300-1600 於 東大 理学 


部 1 号館 会 議 室 
出席 者 松沢 委員 長 , 萩原 , 笠原 , 金井 , 金子 , 
高橋 , 竹内 , 坪井 , 宇佐 美 , 宇津 , 井上 , 
松本 , 田 , 浅田 , 末広 , 鈴木 , 佐藤 ( 良 ). 
報告 及 議題 
1 . 各 係 報告 
1. 庶務 報告 (松本 委員 ). 


を 幹事 会 で 人 作 つ た の で , 本 委員 会 
会 で 説明 を 行い 


1) 会 則 草 案 
で 審議 し , 委員 会 案 と し て 総 
た い 

2) 春季 講演 会 , 総会 の 日 程 の 説明 を 行い , 11 
ニン 
時 間 , 集合 場所 等 を 決定 し た . 


2. 会 計 報 告 0 5 月 7 日 幹事 会 に 同 
3. 編集 報告 (佐藤 幹事 )) レ : 

TL. 地球 物理 学会 連合 報告 ( 未 広 委員 ). 5 月 7 日 幹 
事 会 に 同じ . 


四 . 研究 連絡 委員 会 地震 分 科 会 報告 ( 羨 田 委員 ). 2 
月 22 日 の 会 で 和 送 氏 が 委員 長 に 決ま り 地 震 分 科 
は 松沢 氏 が 主任 , 浅田 氏 が 幹事 と な つた . 3 月 
29 日 の 主任 幹事 会 で は 予算 は 分 科 ど ご と に きめ る 
こと , 廊 部 省 に 来年 度 も 非常 事態 用 の 据置 金 の 考 
慮 を 要望 する こと , その 他 が 決 つ た . 

IM. IGY 特別 委員 会 報告 (松沢 委員 長 ). 

1. IGY の 終 つ た あと の 予算 処置 は まとめ て 要 

求 は せ ず 各 機 関 で 考慮 する 事 に な つた . 

2. 国内 の 1GY 遠 地 々 震 鈴 測 は 続行 する 事 に な 

3 

・ 上 脈 動 研究 グル ー プ が 結成 され 活動 中 で ある . 
4. 本 年 夏 Moscow で 1IGY 会 議 が ある が , 地 

震 関 係 は 出席 する 必要 は な さそ を そう で あ る . 

IGY 南極 観測 (萩原 委員 )・ 学術 会 議 南極 特別 委 
員 会 で は あと 2 年 や り た いと 結論 を 出し , 総会 も 
通 つ た が , 開 議 決定 は まだ で ある . 

V. 予算 及び 決算 の 件 . 笠原 幹事 に よる 報告 (5 月 
7 日 幹事 会 に 同じ ) は 承認 され 総会 に 提出 され る 
事 に な つた . 

. 会 則 草 案 の 件 . 宇佐 美 幹事 が 幹事 会 案 に つい て 
説明 し , 審議 の 結果 若干 修正 の 上 印刷 配布 し , 基 
資 礎 笠 と し て 9 日 の 総会 に 説明 を 行う こと と な つ 
た . この 草案 に つい て 会 員 の 意見 を 求め 本 年 中 に 

まとめ て , 来春 の 総会 に 会 則 を 決定 する 予定 で あ 
る . 

WI. 秋季 地震 学会 開催 地 及び シン ポジ ッ ウム の 件 . 開 
催 地 は 仙台 を 希望 する の で 鈴木 氏 よ ょ り 仙台 の 方 へ 
伝え て 頂く こと と に し た . シン ポジ ウゥ ム の 件 は 決定 
を みず , 総会 へ 持ち こし た . 

.IUGG 幹事 会 の 件 一 5 月 7 日 議題 Vー に 対 
し 本 委員 会 は 異議 な く 承 認 し た . 


2 
炒 


L 


〇 総 会 
1958 年 5 月 9 日 16!00~17100 於 東大 理学 部 2 
号館 講堂 
出席 者 数 62 名 委任 状 21 名 
足 数 80 名 ) で 成立 . 
議長 : 玉城 逸 夫 
報告 及 議題 
1 . 各 係 報告 
1. 庶務 報告 (松本 幹事 ). 
1) 4 月 末日 現在 会 員数 
普通 会 員 402 名 


合計 83 名 ( 定 


詳 読 会 60 ヵ所 
共助 会 員 13 ヵ所 


2) 33 年 度 婦 部 省 科学 研究 費 等 分 科 審 議会 の 
地震 学 関係 の 委員 は , 松沢 , 宮部 両氏 . 
3) 地球 物理 学研 究 連絡 委員 地震 分 科 会 委員 選 
挙 開 団 の 結果 次 の 諸氏 が 当選 され た . 
松沢 , 本 多 , 和 達 , 佐々 , 竹内 , 田 治 米 , 
飯田 , 萩原 , 浅田 , 鈴木 . た だ し , 坪井 委員 
は 当選 を 辞退 され 測地 分 科 の 委員 と な られ 
4) 32 年 度 女 部 省 研究 成果 刊行 費 補助 金 と し 
て 10 万 円 , 32 年 12 月 21 日 交付 され た ・ 
5) IUGG National Report は 28 機関 65 部 
(詳細 は 757.12.23 幹事 会 議事 録 ) に 配布 . 
残部 35 部 に つい て 配布 希望 の 向 は 係 迄 申 し 
出さ れ た い . 
2. 会 計 報 告 . 特に な し . 
編集 報告 (佐藤 幹事 ) ・ 
し 
4. 地 物 連合 報告 ( 未 広 幹 事 ). 5 月 7 日 の 委員 会 
に 同じ . 
5. 地球 物理 学研 究 連絡 委員 会 地震 分 科 会 報告 
(浅田 幹事 ). 5 月 7 日 の 委員 会 に 同じ . 
6. 1GY 特別 委員 会 報告 (広野 委員 ). 5 月 7 日 の 


5 月 7 日 の 委員 会 に 同 


委員 会 に 同じ . 
7. IGY 南極 特別 委員 会 報告 (萩原 委員 ). 5 月 7 
日 の 委員 会 に 同じ . 


8. 地震 学 用 語 制定 委員 会 報告 ( 河 角 主査 ) アル 
ファ ベッ ト 順 に 3 万 語 を 用 意 , カー ド に 整理 し 
7 

9. 地震 工学 懇談 会 準備 委員 会 報告 ( 河 角 委員 ) 


事 161 


2 月 下記 announcement を 各国 に 発送 . 国内 
で は 1960 年 7 月 を 目標 と し て 日 本 於 て 。 万 
国 地震 工学 会 識 を 学術 会 議 が 主催 する た め 半 譜 
の 承認 が 得 ら れる よう 準備 中 で ある . 
THE SECOND WORLD CONEERENCE ON 
EARTHQUAKE ENGINEERING 
JULY 5-9, 1960 at TOKYO, JAPAN 
The Second World COGPSPERGB on Earthquake 


Engineering is being planned to be held in July 
1960 at Tokyo, Japan. 


organized by the Japan Science Council with 


The conference will be 


the collaboration of the Architectual Institute 
of Japan, the Japan Society of Civil Engineers, 
and the Seismological Society of Japan. 

The aim of the 1960 conference will be to 
bring together engineers and scientists from all 
major SeiSmic countries for the purpose of 
exchanging knowledge and experiences and 
there-by contribute to minimizing earthquake 
hazardS. 

The 1960 conference will include: (1) report 
on strong-motion earthquakes and resulting 
damage in each country: (2) papers on recent 
developments in the field of engineering seis- 
mology and earthquake engineering: (3) papers 
on the theory, design, and practices on earth- 
quake-resistant construction in the countries 
represented: (4) other subjects and matters Der- 
taining to earthquake engineering. Excursion 
trips are also planned. 

The Preparatory Committee for the 1960 con- 
ference looks forward to having world-wide 
representation and participation. Concrete arr- 
angements for the conference will be announ- 


ced as they are developed. 


Please address communications to the follow- 
1ng: 
ア /o72sso7・ 人 290872 72400, Cg22772 の 726。 7e- 
の @7 ひ 7O7*7 CO272272267ee 77*672720/ce アパ ese7*G ん 
72286272406, 722 の 67*8227 0/ 70/ み o 
720- を 2 7020, CZ の 72 


162 学 会 記 事 


算 及 決算 報告 に つい 学術 奨励 審議 会 委員 (地主 査 に 河 角 氏 を 依 
直入 NN SR 城 学 用 語 専門 部 会 の 主査 区 素 る の で 吉 
1. 32 年 度 決算 報告 (山川 幹事 )・ 報告 は 5 月 7 とし て 9 1 規 員 10 名 を 推薦 
日 委員 会 に 同じ. 専門 委員 10 名 ポル 
何 , 会 計 監査 飯田 委員 ょ り 監 査 の 結果 間違い 本 会 で は /56 年 11 月 14 日 の 委員 会 に 於 い 
な いむ ね 報告 . 6 学 浅田 , 広野 , 早川 , 宇津 , 請 則 上 金井 , 竹 


2. 33 年 度 也 算 . 後 原 委員 より 学会 運営 状態 は 内 の 7 氏 が 決定 し て いる の で 新た に 3 名 追 任 
前 年 度 並 と 仮定 し , 作 抽 し た と の 報告 (予算 案 し , 10 名 を 推薦 し た い 
5 月 7 日 委員 会 に 同じ ) が あり 総会 の 承認 を 得 3) 高橋 ( 電 ) 氏 より 強震 計 維 持 に 関す る 勧告 書 
証 。 本 会 委員 長 名 を 以 つ て 学術 会 議会 長 , ke 
及 科 学 技術 庁 長官 宛 発 行 し て 欲し いな ね 申出 が 
あり 委員 長 の 承認 を 得 て 送 付 し た . 趣旨 : 民間 
強震 計 (現在 40 台 あ る . 他 に 建設 省 25 台 ) 
維持 は 従来 試験 研究 費 等 に より 踏 われ て 来 た 
が , 事業 の 性 質 に か ん が み 定 常 的 な 了 予算 措 軟 が 
望ま れる の で 特別 事業 (地震 研究 所 より 提出 ) 
と し て 予算 確保 を 配慮 され る よう 要望 する . 
2. 学会 連合 報告 . 末広 氏 よ り 地 物 連 合 懇 親 会 の 模 


、 会 則 草案 の 説明 つ いて 。 徒 来 の 会 則 が 不 完全 
な の で より 完全 な 会 則 を 設け る よ ょ 2 会 員 か ら の 要 
望 が 多い の に か ん が み , か ね て 会 則 草 案 に つい て 
0M 人 8M6E 導 二 I5MK SN RIE 

会 々 則 草 案 (委員 会 案 )] を 配布 し 今後 の 審議 
1 MP 
今年 末 迄 に 本 会 多 同 案 に 対す る 意見 書 を 寄せ られ 
る よ 5 会員 に 要望 . 各位 より の 意見 書 を 整理 し , 


来春 季 総 会 前 最終 案 を 配 肌 。 絶 会 に て 密 議 決定 便 が 報告 され た . 
し た いわ 宇 佐美 委員 より 説明 が 行わ れ た . 3. 会 計 報 告 (等 原 幹 事 ). 6 月 30 日 現在 高 
( 何 , この 会 則 章 案 の 趣旨 説明 書 を そえ て 総会 ” 振替 42,422 円 ) 
不 出席 の 会 員 に も 郵送 配布 され だ.) に 「 MG し 
WV. 秋季 地震 学会 開催 地 肪 び が シンポ ジッ ウム. 2 た Ni: 
1. 開催 地 5 月 7 日 の 委員 会 索 と し て 仙台 が あ の 定 . 


げ ら れ た 事 を 説明 . 総会 及 仙台 の 委員 の 方 の 承 
認 も 受け て 次 回 は 他 台 に 決定 し た . 

2. シン ポジ ウム 佐藤 泰夫 氏 の 帰 朝 談 , 小 爆破 , 

音波 等 提案 され た が 決定 を みず 係 に 一 任 する 


1. 審議 事項 春季 学会 残務 到 理 一 会 則 草 案 の 件 . 
学会 当日 の 修正 部 分 を 出 込ん で 草案 を 全員 に 配 
布 する . 剛 込 女 案 等 は , 宇佐 美 幹事 に 依頼 する 


事 に し た Pd 
2. 秋季 学会 シン ポジ ッ ム 。 佐藤 ( 泰 ) 氏 に お 願い 
C 幹 事 会 し , 題目 は 一 任 す る 事 と し , 松本 幹事 が その を 
1956 年 6 月 30 日 (月 ) 10500 こ 12hOO 於 東大 地 ね 連絡 する 事 に した. 
岩 研 究 所 会 議 室 谷 , 来春 は 今 ま で に 候補 と な つた 一 震 構造 , 
出席 者 松沢 委員 長 , 浅田 , 宇佐 美 , 金井 , 等 岩石 , 構造 物 , 発震 機構 等 早く か ら 計 画 し て 実 
原 , 佐藤 ( 良 ), 末広 , 松本 . 施し た い . “地震 学 を 振興 させ る た め の 討論 
報告 事項 会 ” を 行い た い 等 の 意見 が あつ た . 

1. 庶務 報告 (松本 幹事 ) . 3. 地震 学 用 語 委員 (報告 事項 1. 2)). 補充 候補 
1) 毎日 新聞 社 及 供 成 会 より 各 学 術 奨励 金 候 補 の は 河 角 主 査 の 意向 を 伺い , 佐藤 ( 泰 ), 島津 , 浅 
推薦 依頼 が 来 た の で 会 員 に 通知 した. 会 員 ょ り 野 三 氏 と し た が , 決定 は 次 回 委員 会 で 行 ぅ . 

応募 の あつ た 場合 は , 7 月 14 日 の 委員 会 で 者 4、 会 計 よ り 
議 す る . 1) 庫 助 会 費 未 納 分 に つい て , 笠原 幹事 より 滞 
2) 康 部 省 よ り 地 物 連 合 当 番 学会 (火山 ) を 通し , 納 分 を 依頼 し て も あて に 出来 ず 既 に 名 目 だ け 


地震 学 用 語 専門 部 会 委 員 の 推薦 が 依頼 され た . に な つて いる 会 員 は , 納入 率 を 下げ る (文部 
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省 助 成金 の 申請 書 , 総会 に 於 ける 納入 率 報告 
等 ) の で , その 処置 を 考慮 し た いむ ね の 中 出 
(次 回 幹事 会 に 詳し い 数 字 を 報告 す る ) に 対 
し , 調 事 会 で は 北沢 氏 の 紹介 が その 大 部 分 で 
. あ る の で , 次 回 幹事 会 で の 笠原 幹事 の 報告 を 
待つ て 同氏 と 相談 願う 事 と し た . 


O 委 員 会 

1958 年 7 月 14 日 13 ほ 00-16hOO 於 東大 地震 研 
完 所 

出席 者 松沢 委員 長 , 宇津 , 金子 金井, 釜 原 


河 角 , 高橋 , 竹内 , 坪井 , 萩原 , 松本 . 
報告 事項 
1. 庶務 報告 (松本 委員 ). 

1) 女 部 省 よ り 地 物 連 合 当 番 学 会 (火山 ) を 通 し, 
地震 学 用 語 専門 部 会 委員 の 推薦 が 依頼 され た 件 
に 対し , 6 月 30 日 の 幹事 会 に て , /56 年 11 月 
14 日 の 委員 会 で 決定 済 の 河 角 他 7 名 (浅田 , 広 
野 , 早川 宇津 , 吉山, 金井, 竹内 ) に 新た に 
島津 , 佐藤 ( 泰 ), 浅野 , 三 氏 を 推薦 し た が , こ 
の 人 選 に つい て , 本 委員 会 で 窪 議 さ れ た い . 
(6 月 30 日 幹事 会 議事 録 参 照 ) 

2) 毎日 及 借 成 学術 崩 励 金 候補 の 推薦 に つい て , 
応募 2 件 を 受け た . 
毎日 へ 応募 魔 松 光雄 氏 “ 明 清 時 代 中 国 に 発 
生 せる 地震 の 研究 ? 60 万 円 
隊 和 0 越川 善 明 氏 “異常 震 域 の 研究 ” 

20 万 円 

3) 強震 計 維 持 に 関す る 勧告 書 を 学術 会 議会 長 , 
六部 大 臣 及び 科学 技術 庁 長 官 宛 発行 し た . ( 詳 
細 及 趣旨 は , 6 月 30 日 幹事 会 議事 録 参照 ). 
人 答 , 高橋 委員 より 補助 的 説明 が な され た . 

4) 朝鮮 殖産 償 券 (500 円 券 ) に つい て は , その 
45.75 有 2 及 利 子 計 232 円 が 支払 われ , 同 債権 は 
精算 され た . 

5) 秋季 学会 会 期 に つい て . シン ポジ ウム を 依 
頼 す る 佐藤 ( 泰 ) 氏 の 帰 朝 は 9 月 下旬 の 予定 な の 
で , 学 会 開催 は 10 月 中 旬 一 下旬 を 希望 する むね 

仙台 へ 連絡 し た . 

2. 会 計 報 告 ( 笠 原 委員 ). 
振 夫 42,422 円 | 
当座 222,277 合計 265,196 円 
現金 497 | 


6 月 30 日 現在 . 
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3. 編集 報告 (金井 委員 ). 11 着 2 号 . 近 く 配 布 の 予 
定 ・ 
4. 学会 連合 報告 (末広 委員 代理 松本 委員 ). 本 年 度 
当番 学会 は 火山 学会 が 担当 と 決定 . 

密 議 事項 

毎日 及 借 成 学術 婚 励 金 候補 の 推薦 に つい て 
(報告 事項 1. 2) ) . 慶 松 , 越川 両氏 の 応募 を 承認 , 
本 会 より 毎日 新聞 社 及 借 成 会 へ 推薦 する 事 と し 
7 
2. 地震 学 用 語 専門 部 会 委員 の 推薦 に つい て (報告 
事項 1.1)). 松本 氏 報 告 の 幹事 会 案 は 承認 され 

た . 旧 決 定 者 も 含み , 河 角 氏 他 10 名 を 学会 連合 

を 通じ て 廊 部 省 へ 推薦 する . 

3. 火山 学会 より 10 月 初旬 (地質 学会 総会 が 北海 
道 で 開催 され る ) 共催 し た いむ ね の 意向 を 受け た 

が , 本 会 の シン ポジ ッ ム の 関係 で (10 月 中 旬 - て 

下旬 に 開催 する た め ) 今秋 は 共催 は 不可 能 と な つ 

Se 

O 幹 事 会 

1958 年 8 月 28 日 15hOO-16!40 於 東大 理学 部 
1 号館 308 号室 

出席 者 松沢 委員 長 , 

藤 末広, 松本. 
報告 事項 
1. 庶務 報告 (松本 幹事 ) . 

1) 地 物 連合 宛 (火山 学会 ) 地震 学 用 語 専門 部 会 
委員 を 婦 部 省 へ 通告 され る よ 2 依頼 状 を 送付 し 
5 

2) 学術 会 議会 長 宛 発 行 し た 強震 計 維 持 に 関す る 

告 書 に 対し , 受領 , 正規 の 手続 を と つた むね 

の 返信 を 受け た . 
3) 秋季 地震 学会 開催 期日 は 10 月 25 ( 土 ), 26 
(日 ), 27 (月 ) 日 . 場所 東北 大 学 金属 材料 研 
究 所 に 決定 し た むね 鈴木 氏 よ り 連 絡 を 受け た . 
2. 会 計 報 告 (笠原 幹事 不在 に つき 松本 幹事 代 読 ) 
谷 助 会 員 会 費 納 入 促進 の 件 (審議 依頼 ). 7 月 末 
現在 の 調査 結果 に よる と , 稚 助 会 員 の 会 費 納 入 状 


た ユ 


金井 , 作 


字 佐 美 。 小 日 , 


和 二 80 年 度 ( 多 |B。 91IC 32 征 ID 。 32 年 度 


は それ 以前 ) | 82 年度 | 度 分 本 分 まで 納 合計 
より 納入 な し | 分 未納 | 納 | 入 済 | 
7 2 1 | 8 18 
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況 は , 前 表 の 通り で す . 

さ し 当 つて A の グル ー プ に 属す る 会 員 を 対象 に 
し た いと 思い ます が , その 内 , 2 社 は 転居 先 不明 , 
3 社 は 入会 後 1 度 も 納入 な し , と な つて 居り ます ・ 
と これ に つい て 例え ば 次 の よう に し た ら ど うか と 思 
いま す の で , 幹事 会 に お いて 御 審 赤 を お 願い し ま 
5 
(1 ) 、 上記 の 事情 を 各 筐 助 会 員 の 紹介 者 に 説明 申 

し 上 げ ば る と共に, A グ ルー プ に 属す る 会 社 の 現 
状 (例え ば 経営 組織 変更 の 有無 ) を 伺う . 

(2 ) その 後 全 工 助 会 員 に 漠 納 会 費 納 入 を 依頼 す 
る 書状 を 発送 する . 但し , (1) の 結果 , 今後 疲 
助 会 員 と し て 在 会 され る 可能 性 の 全く な い 会 社 
に 対 し て は 書状 は 発送 せ ず , な る べく 早い 機会 
に 幹事 会 , 委員 会 に その 処 財 方 法 を 審議 し て い 
MK は ST 

3. 編集 報告 (佐藤 幹事 ). 現在 の 投稿 数 , 論説 5, 

寄 書 11. 11 巻 3 号 は 来週 より 編集 に 着手 する . 
4. 学会 連合 報告 ( 未 広 幹 事 ). な し . 

審議 事項 
1. 学会 開催 に 関す る 件 . 

1) 期日 に つい て は , 仙台 に 一 任 し た も の で も あ 


り , 会 場 の 日 程 も つま つ で お り 動 か し 難い と の 
事 な の で , 10 月 2527 日 に 決定 する . 

2) 講演 申込 は 9 月 30 日 を 〆 切 と し , 会 員 に こ 
の むね 通知 する . 

2. 准 助 会 員 会 費 納 人 促進 の 件 (報告 事項 2)・. 
紹介 者 に 各 会 社 の 情況 を 説明 し その 意見 を 開い 

た 上 で , 更 に その 後 の 措 賀 を 考え る こと と に な つた . 

3. 国外 より “地震” と の 交換 申込 3 件 を 受け た こ 

と に つい て , “時 に 応じ て 取 計 う ? 事 に な つて い 

る た め , 

1) 中 国 科学 院 より 地球 物理 学 報 (年 2 回 発行 ) と 
の 交換 申込 は , 承認 . 

2) 北京 火 科学 院 よ り 1946-1952 年 まで お よ 
び 今 後 出版 され る ぁ の を 寄贈 され た い , と の 申 
込 に 対 し て は , 購読 され た いね 通知 する . 

3) ツ ヴ ィ エ テット 共 和 国 女 化 省 の シュ チェ ドリ ン 
公衆 図書 館 よ り , 貴 学 会 の 刊行 物 と 当方 の 科学 
乃至 は 技術 の 書籍 を 交換 する 用 意 が ある と の 申 
出 に 対 し て は , 本 会 か ら 邦 廊 “地震 ” が 発行 さ 
れ て いる , 当 方 も 交換 を 希望 する むね 通知 する . 

以上 連絡 は 松本 氏 が 行 5 . 


1 
地震 学会 賛 助 会 員 (順不同 ) 昭和 29 年 3 月 1 日 現在 


三井 不動 産業 株 式 会 社 東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の 1 
鹿島 建設 株 式 会 社 東京 都 中 央 区 根 町 2 の 3 

大 成 建 設 株 式 会 社 東京 都 中 央 区 銀座 3 の 4 

清水 建設 株 式 会 社 東京 都 中 央 区 室町 2 の 1 
65 (店 (東京 支店 ) 千代 田 区 大 手 町 1 の 6 
の 林 組 (東京 店 ) 千代 田 区 丸ノ内 1 の 2 
織 本 建築 設計 計算 事務 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋 穂 殻 町 3 の 2 
成 木 建築 設計 計算 事務 所 東京 都 文 京 区 大 塚 町 33 

三菱 地 所 株 式 会 社 東京 都 二 代 田 区 丸ノ内 2 丁目 2 の 211 
保坂 振動 計器 製作 所 東京 都 文 京 区 小石 川柳 町 22 
電力 中 央 研究 所 東京 都 北 多摩 郡 独 江 町 岩戸 1229 
明 石 製作 所 東京 都 品川 区 東 品川 5 の 1 

朝日 生命 保険 相互 会 東京 都 二 代 田 区 丸ノ内 1 の 1 
生命 保 険 9 東京 都 二 代田 区 丸ノ内 3 の 4 

日 本 損害 保険 協会 東京 都 干 代田 区 神田 淡路 町 2 の 9 
膝 島 計 機 製作 所 東京 都 荒 川 区 日 暮 里 町 2 の 17 


戻 」 投 稿 規定 

1. 論説 の 投稿 は , 原則 と し て , 地震 学会 で 講演 済み の も の に 限る . 2. 論説 の 長 
さ は , 当分 の 間 , な る べく 届 上 り 10 貢 (400 字 詰 原 稿 用 紙 20 枚 位 ) 以内 と する . 

3. 原稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 に 横 書 に 認め , 仮名 は 平仮名 , な る べく 新 仮名 づか い を 
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